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１　木や花をたいせつにし
美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
心やからだをきたえよう

３　明るい家庭をつくり
若い力を育てよう

４　よく働き
豊かなくらしをともにしよう

５　協力し助けあい
住みよいまちにしよう
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国際交流ハイカラ広場（青梅駅前駐車場）

　中国、ドイツ、アメリカ、インドネシア、フィリピン、ペルーなど各国自慢のテ

ントでお迎えします！

☆ ハイカラステージ （10：00 ～１６：00）…オープニングセレモニー会場（１８

日）、二胡演奏やインドネシア舞踏、太平洋空軍バンド、サンバをはじめ、

国際色豊かなステージです。

☆ シクラメン交換会 （１８日１２：００～） …満点プラムカード１枚と交換（先着１００人）

青梅駅前ロータリー周辺

☆ 縁台囲碁 ・ 将棋 （１８日） …詰め碁、詰め将棋で景品ゲット！

☆街中ライブ （１９日） …本場フォルクローレの生演奏、チンドン街流し、玉すだれ

買い物いこいの広場

☆ だがしや楽校…趣味や特技の「持ち味」を見せ合い、分かち合う屋台

☆ 福祉作品展…自立センター・南天の会・その他の作品展示、販売、休憩所

※ 駄菓子が当たる抽選会（本町商店会会員店舗で抽選券配布・景品１，０００本）

※ガス風船プレゼント（各日先着２５０人）

【本町】

【住江町】

住吉神社向い

☆すみえ茶屋 （１９日１０ ： ００～）

昭和レトロ商品博物館・商店ショーウィンドウ

☆昭和歌謡アイドル ・ ポスター展 （１０ ： 00 ～１７ ： 00）

キネマ通り周辺

☆世界の雑貨市 （１９日１０ ： ００～１７ ： ００）

キネマ通り空地・住吉神社参道

☆クラフトマーケット （１０ ： ００～１７ ： ００）

昭和幻燈館

☆猫カレンダー展

【西分町】

住江町交差点周辺

☆はたごステージ…よさこいソーラン

【勝沼】

１８ 日…ふるてつ（ロック）▷ばら

らバンド（フォーク）▷エイシュ

ン（Ｒ＆Ｂ)▷こうのとり（フォー

ク）▷Ａｄｄ９ーＵ（ポップス）

▷よしえ（ポップス）▷流しソウ

ルメン（ブルース）▷Ｆｉｆｔｙ（フ

ォーク）▷せいさん（弾き語り）

▷仮面ｂｉｒｄｓ（フォーク）▷て

つバンド（ポップス）

１９ 日…井の頭たかお（演歌弾き語り）▷

多摩アミーゴ（フォルクローレ）▷あ

きちゃんずツイン（沖縄三線フォーク）

▷めぐみ（ピアノ弾き語り)▷そらいろ

サウンド（弾き語り）▷よねくらみすず

（弾き語り）▷ラキラキラッキーバンド

（ウクレレバンド）▷ジャンキー飯田と

ブルーオイスター（フォーク）▷五十

嵐　稔（フォーク）▷かんちゃん＆ど

しん（７０フォーク）▷セピア（７０ポッ

プス）▷火乃國屋プラス（津軽三味線）

第２７回青梅宿アートフェスティバル2017
11月18日（土）・19日（日）午前10時～午後５時 会場：ＪＲ青梅駅～東青梅駅周辺の４商店街

　今回のテーマは「アリガトウ！映画看板」。２４年にもわたり、今はなき青梅の映画館の顔となり、皆に愛され、

親しまれて幾度も塗り替えられてきた映画看板を振り返り、これからもよろしくという思いを込めたイベントです！

※ 各催し物は、おおむね午前１０時～午後５時に行われます。詳細は、各会場で当日配布するチラシをご覧ください。

記載事項は変更となる場合がありますので、ご了承ください。

そ の他　市役所仮設駐車場は、午前８時～午後８時の間に無料となりますが、当日は道路の渋滞や駐車場の不足が予

想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

問 い合わせ　青梅赤塚不二夫会館☎２０－０３５５、ガチャ萬商會☎２１－７６７７、市商工観光課

☆軒先フォークステージ （10 ： 00 ～ 15 ： 00）

☆夕日ステージ （10 ： 00 ～１６ ： 00）

１８ 日…ＫＴＮ▷ＴＡＩＣＨＩ＆Ｆｒｉｅｎｄｓ▷ＳＳＳ（ロック／ブルース）▷ば

ららバンド（フォーク）▷北の脇バンド▷原　壮介ライブ▷青梅総合高校

吹奏楽部▷青梅太鼓▷デイトリッパーズ（ロック）

１９ 日…三多摩バンドライブ▷原　壮介ライブ▷季節外れのサンバパレー

ド▷武天（和太鼓）▷フラ・ハラウ・オ・レイラニ多摩▷火乃國屋プ

ラス（津軽三味線）▷ヴィンテージクラブバンド▷セロンカプリス▷

あがた森魚ライブ▷アボガドエッグ

☆東栄会かみさん茶屋

　芋煮・玉こんにゃく・おしるこ

※着物の方は１品サービス・各日先着１００食

　串団子・飴細工・澤乃井新酒利き酒会

※各日先着２５０人サービス

あおしんギャラリー（青梅信用金庫本店）

☆ あおしん所蔵名作絵画展 （１０ ： ００～１６ ： ３０） …文化勲章受章者作品など

を一同に展示

☆ おうめ若者１００人ステージ 19 日（10：30 ～）…ババコン（地元おじいちゃ

ん＆おばあちゃんのファッションショー）

永山公園総合運動場

☆レトロカー展示会場 （１８日）

全体

☆ 街中アートギャラリー （11日～２０日） …作

家や友愛学園による作品を街中に展示☆ 盆ダンスステージ （１９日 10 ： 00 ～１６ ： 00） ･･･奥多摩ＯＢＣ▷火乃國屋

プラス（津軽三味線）▷セロンカプリス（昭和歌謡デュオ）▷原　大五郎（ご

当地演歌）▷ＭＯＮＥＹ ＰＩＴ ＢＡＢＩＥＳ（歌謡ロックカヴァー）▷あがた

森魚（ロック／フォーク）▷ＴＨＥ ＳＯ－ＭＡＲＳ（ロック／御嶽杣
そまうた

唄）▷Ｓ

ＳＳ（ロック／ブルース）▷ヨージック（マトリューミン）▷北脇貴士（歌謡ロッ

クオリジナル）

住江町駐車場

☆パフォーマンス＋お面造り （１８日 12 ： ００～ 16 ： ００）

イラスト　藤井五郎



傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

日
時

　12
月
１
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

会
場

　市
役
所
２
階
202
・
203

会
議
室

内
容

　専
門
部
会
の
活
動
等

に
つ
い
て

定
員

　10
人
（
抽
選
）

傍
聴
受
付

　当
日
の
午
後
１

時
20
分
～
45
分
に
会
場

入
り
口
で

問
い
合
わ
せ

　障
が
い
者
福

祉
課
認
定
サ
ー
ビ
ス
係

（２）
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
募
集

　市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
業
務
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

応�

募
資
格

　普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
お
持
ち
で
、
保
健

師
、
看
護
師
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
ま
た
は

作
業
療
法
士
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
す
る
方

任�

用
期
間

　平
成
30
年
１
月
～

３
月
31
日

※�

勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
可

勤�

務
日
時

　月
～
金
曜
日

　午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

※
祝
日
、
振
替
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く

業�

務
内
容

　認
知
症
に
関
す
る

相
談
対
応
等
（
認
知
症
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

募
集
人
数

　１
人

賃�

金

　日
額
１
万
４
千
431
円

※�

別
途
通
勤
手
当
等
の
支
給
あ

り
選
考
方
法

　資
格
審
査
（
１

次
）、
面
接
試
験
（
２
次
）

※�
面
接
の
日
時
は
、
別
途
連
絡

し
ま
す
。

応�

募
方
法

　11
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
申
込

書
の
配
布
お
よ
び
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　高
齢
介
護
課
包

括
支
援
係

12
月
定
例
議
会
の
お
知
ら
せ

　平
成
29
年
青
梅
市
議
会
定

例
会
12
月
定
例
議
会
が
、
12

月
１
日
（
金
）
の
午
前
10
時

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
議
案
審
議
、
一
般
質

問
な
ど
で
す
。原
則
と
し
て
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
程
等
の
詳
細
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
11
月

15
日
発
行
の
「
お
う
め
市
議

会
だ
よ
り
」
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

　市
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
市
議
会
の
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
本

会
議
の
模
様
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
）
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
ま
た
、
本
会
議
録

お
よ
び
委
員
会
記
録

に
つ
い
て
も
、
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局

東
青
梅
１
丁
目
地
内
諸
事
業
用
地
等
の

利
活
用
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　市
で
は
、
市
役
所
仮
設
駐

車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

土
地
等
に
建
設
予
定
の
新
施

設
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
初
め
て

民
間
事
業
者
の
資
金
、
経
営

能
力
お
よ
び
技
術
的
能
力
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の
手

法
に
つ
い
て
も
、
事
業
手
法

の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

　Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

ま
ち
に
賑に

ぎ

わ
い
を
創
出
す
る

新
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。　ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
10
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場

　市
役
所
２
階
204
～
206

会
議
室

内
容

☆
基
調
講
演

　官
民
連
携
手

法
に
よ
る
賑
わ
い
創
出

事
業
～
賑
わ
い
創
出
型

の
官
民
連
携
事
業
を
例

に
諸
事
業
用
地
の
利
活

用
を
考
え
る
～
…
内
閣

府
民
間
資
金
等
活
用
事

業
推
進
委
員
会
専
門
委

員

　下
長
右ゆ

う

じ二
氏

ご
登
録
く
だ
さ
い　

青
梅
市
空
家
バ
ン
ク

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

申
請
用
写
真
の
無
料
撮
影
・
交
付

1 1
月
2 6
日
に
日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

　12
月
か
ら
始
ま
る
住
民
票
等

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
向
け
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　臨
時
窓
口
を
開
設
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
用
写

真
の
無
料
撮
影
・
交
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
程

　11
月
26
日
（
日
）

会
場

　市
民
課（
市
役
所
１
階
）

申
請
用
写
真
の
無
料
撮
影

受
付
時
間

　午
前
９
時
～
11

時
、
午
後
２
時
～
４
時

対
象

　市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
方

必
要
な
も
の

　通
知
カ
ー
ド
の

下
部
分
の
申
請
書
、
申
請
用

封
筒
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

※
転
居
等
で
申
請
書
の
内
容
が

変
更
と
な
っ
た
方
や
申
請
書

を
な
く
し
た
方
に
は
、
申
請

書
を
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

受
付
時
間

　午
前
９
時
～
午
後

３
時

対
象

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
し
た
方
で
、
市
民
課

か
ら
「
交
付
案
内
通
知
（
封

書
）」
が
届
い
て
い
る
方

必
要
な
も
の

　交
付
案
内
通
知

書
（
は
が
き
）、
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
確
認
書
類
（
封
書

に
同
封
の
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

※
は
が
き
に
記
載
の
交
付
期
限

を
過
ぎ
て
い
て
も
交
付
可

☆
い
ず
れ
も

問
い
合
わ
せ

　市
民
課
住
民
記

録
係

☆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

　コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ
ー
…
下
長
右
二
氏
▽

パ
ネ
ラ
ー
…
青
梅
市
長

　

ほ
か

定
員

　先
着
150
人

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　企
画
政
策
課

第
69
回
人
権
週
間

　12
月
４
日
～
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　～
考
え
よ
う

　相
手
の
気
持
ち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　違
い
を
認
め
合
う
心
～

問
い
合
わ
せ

　市
民
安
全
課

　国
際
連
合
は
、「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま

し
た
。
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
は
、
法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
が

定
め
る
「
人
権
週
間
」
で
す
。

29
年
度
啓
発
活
動
強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
▽
子

ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
▽
高
齢

者
の
人
権
を
守
ろ
う
▽
障
害
を

理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う
▽
同
和
問
題
に
関
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う
▽
ア

イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う
▽
外
国
人
の

人
権
を
尊
重
し
よ
う
▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う
▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た

人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う
▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の

家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う
▽

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う
▽
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
▽

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う
▽
性
的
指
向

を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う
▽
性
自
認
を
理
由
と

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う
▽
東

日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

イ

ベ

ン

ト

☆
小
学
生
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

車
両
内
展
示

　11
月
30
日

ま
で
・
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
10
両

編
成
車
両
▽
霞
台
小
児
童

の
作
品
▽
東
京
都
主
催
▽

都
総
務
局
人
権
部
☎
03
・

５
３
８
８
・
２
５
８
８

☆
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
東
京
都
大
会
表
彰
式

　

11
月
26
日
（
日
）

　午
後
１

時
～
３
時
30
分
（
正
午
開

場
）・
と
し
ま
セ
ン
タ
ー
ス

ク
エ
ア
（
豊
島
区
南
池
袋
２

―
45
―
１
豊
島
区
役
所
内
）

▽
ダ
ン
ス
演
舞
、
優
秀
作
品

の
表
彰
、
中
学
生
本
人
に
よ

る
朗
読
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▽
先
着
450
人
▽
入
場
無
料

▽
東
京
法
務
局
、
東
京
都

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主

催
▽
手
話
通
訳
あ
り
▽
直

接
会
場
へ
▽
東
京
法
務
局

人
権
擁
護
部
第
三
課
☎
03
・

５
２
１
３
・
１
２
３
４

☆
人
権
パ
ネ
ル
展

　12
月
１
日

（
金
）
～
11
日
（
金
）・
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
▽
人
権
の

花
運
動
の
写
真
、
小
学
生
人

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもるくん・

人ＫＥＮあゆみちゃん

権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
応

募
作
品
、
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
等

☆
身
の
上
特
設
相
談

　12
月
５

日
（
火
）

　午
後
１
時
30
分

～
４
時
・
市
役
所
３
階
301
・

302
相
談
室
▽
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
▽

定
例
相
談
は
毎
月
第
３
火

曜
日
に
実
施
（
12
月
は
19

日
）
▽
直
接
市
民
安
全
課
市

民
相
談
係
へ

☆
犯
罪
被
害
者
特
設
相
談

　12

月
７
日
（
木
）

　午
前
10
時

～
午
後
４
時
・
市
役
所
３
階

301
相
談
室
▽
青
梅
警
察
署

被
害
者
支
援
担
当
が
相
談

に
応
じ
ま
す
▽
直
接
市
民

安
全
課
市
民
相
談
係
へ

ｅ － Ｔ ａ ｘ 操 作 講 習 会

　国税庁ホームページの「ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税シス
テム）」を利用すると、自宅等のパソコン等から申告等を行うこ
とができます。操作講習会を開催しますので、ご参加ください。
日時　１２月１２日（火）　午後７時３０分から
会場　市役所２階２０６会議室
対象　市内在住・在勤の給与所得者
内容　国税庁ホームページを利用した給与所得者の医療費控除、
ふるさと納税（寄附金控除）の所得税確定申告書の作成について
※パソコンの使用台数に限りがあります。
講師　青梅税務署職員
定員　先着２０人（予約制）
申し込み　電話で市市民税課市民税係へ
問い合わせ　講習会について…青梅税務署
　個人課税第１部門☎２２－３１８５内線４１２

ご登録ください　青梅市空家バンク

　市では、市内の空き家を有効に活用し、地域を活性
化するため、「青梅市空家バンク」を開設しています。
　「青梅市空家バンク」とは、市内に空き家をお持ちの
方に物件をご登録いただき、利用を希望する方にその
情報を提供する制度です。空き家の活用等をお考えの
方は、住宅課へお問い合せください。
　詳細は、市ホームページをご覧ください。
問い合わせ　住宅課住宅政策係

　平成３０年版青梅市カレンダーを市役所、各市民
センター等で配布しています。

※無くなりしだい終了

問い合わせ　秘書広報課広報係

平 成 ３ ０ 年 版 青 梅 市 カ レ ン ダ ー



（３）

． ． 広報おうめ
The website of Ome City Government is also available in: English, Mandarin, Cantonese, Korean,  Spanish　and　German.
La pagina web del Ayuntamiento de Ome esta disponible tambien en: ingles, mandarin, chino cantones, coreano, espanol y Alemán.

【英語】
【スペイン語】

青梅市ホームページは英語・スペイン語・中国語・韓国語・ドイツ語でも閲覧できます。２９ １１ １５
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ

　立
川
検
察
審
査�

会
事
務
局
☎
042
・
845
・
０
２�

９
２
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

ご

存

じ

で

す

か
？

検

察

審

査

会 

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
！

　検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察

審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
の
当
否
を
審
査
す
る
機
関

で
す
。

　検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
方

は
、
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

▽�

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

…
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療

機
関
に
か
か
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▽�

薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
…
「
お
薬
手
帳
」

を
利
用
し
、
薬
の
飲
み
合
わ

せ
に
よ
る
副
作
用
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▽�

小
児
救
急
電
話
相
談
（
＃
８�

０
０
０
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
…
夜
間
や
休
日
の
お
子
さ

ん
の
急
病
に
対
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
平

日
…
午
後
４
時
～
11
時
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９
時

～
午
後
11
時
）

問�

い
合
わ
せ

　保
険
年
金
課
給

付
係
・
後
期
高
齢
者
医
療
係

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　国
の
医
療
費
は
、
国
民
の
高

齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　医
療
費
が
増
加
す
る
と
皆
さ

ん
の
保
険
料
（
保
険
税
）
が
高

く
な
っ
た
り
、
医
療
機
関
で
の

自
己
負
担
額
が
増
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
医
療
費
を
抑
え
る

た
め
に
も
、
次
の
点
に
気
を
つ

け
、
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▽�

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち

ま
し
ょ
う
…
病
気
の
治
療
や

医
療
相
談
な
ど
に
応
じ
て
も

ら
え
る
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。

▽�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
…
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　な
お
、「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
は
平
成
30
年
８

月
１
日
に
更
新
を
行
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ

　国
民
健
康
保
険

…
保
険
年
金
課
給
付
係
・
資

格
賦
課
係
、
後
期
高
齢
者
医

療
…
保
険
年
金
課
後
期
高
齢�

者
医
療
係

　各
種
健
康
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、勤
務
先
の
健
康
保
険
等
）

は
74
歳
ま
で
が
対
象
に
な
り
ま

す
。　ま

た
、
70
歳
～
74
歳
の
方
は

加
入
し
て
い
る
各
健
康
保
険
か

ら
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
は

各
種
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
医

療
機
関
等
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　75
歳
以
上
の
方
は
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
医

療
機
関
等
に
受
診
す
る
際
の
保

険
証
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
証
や
勤
務
先
の
健
康
保
険

証
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

75
歳
以
上
の
方
の
保
険
証
に
つ
い
て 

～
国
民
健
康
保
険
制
度
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
～

記
録
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
H Phttp

:/
/
w

w
 

w
.ne

nkin.g
o
.jp

で
ご
確
認

に
な
る
か
、
青
梅
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ

　青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

　厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民

一
人
ひ
と
り
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
』
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
す
日
」
と
し
て
11
月
30
日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

用
す
る
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み

額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

11
月
30
日
は
「

年
金
の
日
」
で
す

者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥お

い

、
姪め

い

等
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生�

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方�

に
限
り
ま
す
。

支�

給
内
容

　額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

請�

求
期
間
・
窓
口

　30
年
４

月
２
日
ま
で
に
市
福
祉
総�

務
課
庶
務
係
へ

※�

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で�

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ

　都
福
祉
保
健�

局
生
活
福
祉
部
計
画
課
☎�

03
・
５
３
２
０
・
４
０
７�

７
、
市
福
祉
総
務
課
庶
務

係

支
給
対
象
者

　戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
遺
族
１
人

⑴�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族�

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金�

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る�

こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し�

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、順
番
が
替
わ
り
ま
す
。

⑷�

前
記
⑴
～
⑶
以
外
の
戦
没

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は 

お
済
み
で
す
か
？

減額内容 減額要件 必要書類 備考

耐
震
改
修

現行の耐震基準に
適合するよう一定
の改修工事を行っ
た場合、翌年度か
ら一定期間の固定
資産税を１戸当た
り１２０㎡を限度
に、２分の１（長
期優良住宅の認定
を受けた場合は３
分の２）を減額し
ます。

１�　昭和５７年１月１日以前に建築された住宅（併
用住宅の場合は、居住部分の割合が２分の１以上）
であること。

２�　平成３０年３月３１日までに工事を完了するこ
と。

３　現行の耐震基準に適合すること。
４�　耐震改修に要した費用が１戸当たり５０万円超
であること。

５�　原則として、工事完了後３か月以内に申告する
こと。

１　固定資産税（住宅耐震改修）減額申告書
２　増改築等工事証明書（耐震改修が行われたこと
の証明書）〈注〉�

３　工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等
４　工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等
５　長期優良住宅認定通知書の写し（長期優良住宅
の認定を受けた場合のみ必要）

減額期間：

▽ 一般住宅…１
年間

▽ 通行障害既存
耐震不適格建
築物に該当す
る住宅…２年
間

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

一定のバリアフリ
ー改修工事を行っ
た場合、翌年度分の
固定資産税に限り、
１戸当たり１００
㎡を限度に、３分
の１を減額します。

１　新築された日から１０年以上を経過した住宅（併
用住宅の場合は、居住部分の割合が２分の１以上。
賃貸住宅を除く。）であること。

２　次のいずれかの方が居住する住宅であること。
�①６５歳以上の方　②介護保険法の要介護もしく
は要支援の認定を受けている方　③障害者手帳等
をお持ちの方

３　平成３０年３月３１日までに工事を完了するこ
と。

４　次に該当する工事で、国または地方公共団体か
らの補助金等を除く自己負担工事費が５０万円超
であること。
①廊下の拡幅　②階段の勾配緩和　③浴室、トイ
レの改良　④手すりの取り付け　⑤床の段差解消　
⑥床の滑り止め化　⑦引き戸への取り替え

５　改修後の住宅の床面積が５０㎡以上であること。
６　原則として、工事完了後３か月以内に申告する
こと。

１�　固定資産税（住宅バリアフリー改修）減額申告書
２　居住する方の区分に応じた書類
①�６５歳以上の高齢者の場合…居住者の住民票の
写し

※市内在住の方は不要
②�要介護および要支援認定者の場合…介護保険の
被保険者証の写し

③�障害者手帳等をお持ちの方の場合…身体障害者
手帳・精神障害者保健福祉手帳・愛の手帳等の写
し

３　工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等
４　工事施工箇所の写真
５�　工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等
６　工事費用の補助金等を受けている場合は、交付・
給付決定書の写し等。〈住宅改造補助金交付および
介護保険給付金の決定（確定）通知書等〉

※�耐震改修の減
額の対象とな
っている年度
には適用され
ません。

※�減 額 措 置 は、
１戸につき１
回限りです。

※�バリアフリー
改修と省エネ
改修は、重複
可能です。

省
エ
ネ
改
修

省エネ基準に適合
する一定の改修工
事を行った場合、
翌年度分の固定資
産税に限り、１戸
当たり１２０㎡を
限度に、３分の１
（長期優良住宅の認
定を受けた場合は
３分の２）を減額
します。

１　平成２０年１月１日以前に建築された住宅（併
用住宅の場合は、居住部分の割合が２分の１以上
賃貸住宅を除く。）であること。

２　平成３０年３月３１日までに工事を完了するこ
と。

３　省エネ基準に適合する次の工事で、国または地
方公共団体からの補助金等を除く自己負担工事費
が５０万円超であること。
�①窓の改修工事（必須要件…二重サッシ化、複層
ガラス化など）　②床の断熱改修工事　③天井の断
熱改修工事　④壁の断熱改修工事

４�　改修後の住宅の床面積が５０㎡以上であること。
５�　原則として、工事完了後３か月以内に申告する
こと。

１　固定資産税（住宅省エネ改修）減額申告書
２�　増改築等工事証明書（省エネ改修が行われたこと
の証明書）〈注〉�
３　工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等（た
だし、熱損失防止改修工事証明書に工事費の額の記
載がある場合は不要です。）

４　工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等
５　工事費用の補助金等を受けている場合は、交付・
給付決定書の写し等

６　長期優良住宅認定通知書の写し（長期優良住宅の
認定を受けた場合のみ必要）

※�耐震改修の減
額の対象とな
っている年度
には適用され
ません。

※�減 額 措 置 は、
１戸につき１
回限りです。

※�省エネ改修と
バリアフリー
改修は、重複
可能です。

７５歳

後期高齢者

医療制度

７０歳
高齢受給者

市町村国民健康保険

勤務先等の健康保険組合

各種共済組合など

　０歳

固定資産税 （家屋） の減額 ・ 減免制度　　　　問い合わせ　資産税課家屋係

　　　 減 額 ・ 減 免 措 置 に は、 そ れ ぞ れ 適 用 要 件 が あ り ま す の で、 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い。

◎住宅の改修に対する減額

◎新築住宅
に対する減額

　住宅を新築した方には、固定資産

税額を算定するための家屋調査の際

に申請方法をご説明します。

減�額内容　住宅部分のうち１２０㎡

までの固定資産税額を２分の１

住宅の種別 減額期間

一
般
の
住
宅

３階建て以上の
中高層耐火住宅

５年間

上記以外 ３年間

認
定
長
期
優
良
住
宅

３階建て以上の
中高層耐火住宅

７年間

上記以外 ５年間

◎�災害で被害を受けた
家屋に対する減免

　土砂災害、水害、雪害、火災など

の災害により、固定資産税が課税さ

れている家屋に重大な被害があった

場合は、その程度に応じて固定資産

税・都市計画税が減免される制度が

あります。

　ただし、雨どいやガラスなどの軽

微な破損は対象となりません。

　減免を受けるには、現地調査が

必要となりますの

で、資産税課へご

連絡ください。

※税制改正により、減額要件等が改正される場合があります。

〈注〉�証明書の発行者…①建築士事務所に属する建築士②指定確認検査機関③登録住宅性能評価機関④住宅瑕
か し

疵担保責任保険法人

い
い

み
ら
い
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手当の種類 内容

扶養手当
（部長職を除く）

配偶者　10,000 円（課長職　8,000 円）　　子ども 7,500 円
父母等　6,000 円　　特定期間の加算　 4,000 円（※１）

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の 15％
住居手当

（管理職を除く）
３５歳未満の世帯主等 ( 借家・借間）　15,000 円

通勤手当
交通機関　６か月定期等の最も経済的な額
自動車等　使用距離に応じて 2,600 円～ 15,000 円の範囲内の額

特殊勤務手当 著しく危険、不快、不健康その他特殊な業務についたときに支給される手当

期末、勤勉手当

（平成２８年度支給実績）

区分 ６月期 １２月期 合計

部長職
期末手当 0.925 月分 1.075 月分 2.000 月分

勤勉手当 1.150 月分 1.250 月分 2.400 月分

課長職
期末手当 1.025 月分 1.175 月分 2.200 月分

勤勉手当 1.050 月分 1.150 月分 2.200 月分

係長職以下
期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.600 月分

勤勉手当 0.850 月分 0.950 月分 1.800 月分

退職手当
（支給率）　勤続２０年…23.50 月分　　勤続２５年…31.50 月分
　　　　　勤続３５年…45.00 月分

管理職手当 部長　106,500 円　　課長　80,000 円

その他の手当
上記の他に単身赴任手当、管理職員特別勤務手当、労働基準法の規定に基づい
て支給している時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当などがあります。

（４）職員手当の状況（平成２９年４月１日現在）

※�１　特定期間の加算とは、扶養親族の子のうちに１６歳から２２歳の子がいる場合に子の金額に加算する額です。

区分 給料月額等

給料

市長 1,010,000 円
副市長 880,000 円
教育長 805,000 円

病院事業管理者 1,410,000 円

報酬
議長 625,000 円
副議長 560,000 円
議員 530,000 円

期末手当
( 平成２８年度
支給実績 )

市　長　議　長
副市長　副議長
教育長　議　員
病院事業管理者

　６月期　2.075 月分
１２月期　2.325 月分
　　合計　4.400 月分

（５）特別職等の報酬の状況（平成２９年４月１日現在）

○職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間（平成２９年４月１日現在）

　職員の勤務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までの１日７時間４５分、週３８時間４５

分です。夜間窓口や総合病院の看護師などで、交代勤務により職務に従事する職員もいますが､ 勤務

時間は週３８時間４５分を原則として､ 勤務の割り振りをしています｡

（２）休暇等の概要

　休暇等の種類は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、生理休暇、結婚休暇、産前産後の休養、母

子保健健診休暇、出産介護休暇、育児時間、子どもの看護休暇、忌引、父母の祭日休暇、ドナー休暇、

夏季休暇、長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇、短期の介護休暇、介護時間、災害事故休暇、

育児休業、部分休業です。なお、年次休暇の昨年の平均取得日数は、１２．５日です。

○職員の退職管理の状況○職員の服務の状況

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければいけません。職務の遂行にあたって職員が

守るべき義務は、次のとおりです。

区分 内容
違反者数

(平成２８年度 )

職務命令等に従う義務
職員は法令等の定める規程に従い、かつ上司の職務上の命令に忠実に従わなければな
りません。

０

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行為をしてはいけません。 ０
守秘義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはいけません。 ０

職務専念義務
職員は勤務時間中全力で職務遂行しなければいけません。ただし、研修を受ける場合、
厚生に関する計画の実施に参加する場合などに限り、職務専念義務が免除されます。

０

政治的行為の制限
職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為が禁止されるなどの
制限があります。

０

争議行為等の禁止 職員は争議行為等が禁止されています。 ０

営利企業等の従事制限
職員は営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合には許可を受けな
ければなりません。なお、公務の遂行に悪影響を及ぼさないと判断できるものについ
ては、任命権者の許可を得ることによって営利企業等に従事することができます。

０

　地方公務員法において退職職員

による現職職員への働きかけが規

制されており、青梅市職員の退職

管理に関する条例に基づき、職員

の退職管理の適正化を図っていま

す。

※総合病院診療部門を除く

平成２８年度末における退職者
（課長職以上）の再就職等の状況

区分 再就職者数

本市外郭団体 2
民間企業等 1

○職員の研修の状況

区分 受講者数 備考

東京都市町村
職員研修所

一般研修 218 人 新任職員、部課長職員等の階層別研修

実務研修等 215 人
行政法Ⅰ、地方自治法、地方公務員法、政策法務、情報システム調達導入科、人事科、会計科、固定資産税科、徴収科、
廃棄物対策科、人事啓発研修等の実務研修

その他派遣研修 8 人 総務省自治大学校、東京都職員研修所、国土交通省国土交通大学校、東京都特別区職員研修所等への派遣

独自研修 4,182 人
階層別研修、接遇研修、会計実務研修、交通安全講習会、公務員倫理研修、情報セキュリティ研修、障害者差別解消
法研修等

職員研修実施状況（平成２８年度）※総合病院診療部門を除く

○職員の福祉および利益の保護の状況

（１）厚生福利制度

　職員の厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に基づき、青梅市職員互

助会を設置し、職員の元気回復その他厚生に関する事業を行っています｡ この互

助会は、職員の会費および市の交付金などで運営されています。なお、平成２８年

度の会費および交付金は、毎月、給料月額に１０００分の２．５を乗じた金額です。

　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市にお

いて分担拠出する財源により、短期給付事業（医療関係等）、長期給付事業（年

金関係）、福祉事業（人間ドック事業等）を行っており、厚生年金、国民年金、

健康保険および国民健康保険と同様に社会保険制度の一環とされています。

○公平委員会の業務の状況

区分 傷病 死亡

公務災害 3 0

通勤災害 1 0

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局

により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立

てをすることができます。

（３）人事管理に関する苦情処理の状況

　職員は、勤務条件その他の人事管理に関して、公平委員会に苦情の申出および相談

をすることができます。

　平成２８年度の（１）～（３）の状況は、次のとおりです。
区分 年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数

措置の
要求

0 0 0 0

不服
申し立て

0 0 0 0

苦情処理 0 1 1 0

（単位：人）

平成２８年度の育児休業および部分休業の取得状況
※総合病院診療部門を除く

区分 育児休業 部分休業

男性職員 1 1
女性職員 10 2

○職員の休業に関する状況

（単位：人）

（単位：人）

（単位：件）

（２）公務災害補償の概要

　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務

員災害補償基金から一定の補償がされます。

　平成２８年度の補償件数は、右のとおりです。（総

合病院を除く）

○職員の分限および懲戒処分の状況

　分限処分は、公務能率の維持を目的として、本人の意に反

してその身分に不利益な変動をもたらす処分です。分限処分

には、免職、休職、降任、降給の４種類があります。

　懲戒処分は、公務員としてふさわしくない非行があった場

合に公務員関係の秩序を維持するために、職員の道義的責任

を追及して行う処分です。懲戒処分には、免職、停職、減給、

戒告の４種類があります。

　平成２８年度の状況は、次のとおりです。

区分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 降給 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 10 0 0 0 0 0 0

（単位：人）

（単位：件）
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区分

平成２８年
４月１日現在

職員数
（ａ）

採用等の状況

平成２８年４月２日
～２９年３月３１日

（ｂ）

平成２９年
４月１日
（ｃ）

計
（ｄ＝ｂ＋ｃ）

市長の補助職員 591（38） 8 47 （4） 55 （4）
市立総合病院の職員 724（15） 19 89 （3） 108 （3）
議会の職員 11 0 2 （1） 2 （1）
教育委員会の職員 126（15） 5 11 （5） 16 （5）
選挙管理委員会の職員 4 0 1 1
監査委員会の職員 3 （1） 0 1 （1） 1 （1）
農業委員会の職員 0 0 0 0

計 1,459（69） 32 151（14） 183（14）

退職等の状況（平成２８年４月２日～２９年４月１日）
平成２９年

４月１日現在
職員数

（ｊ＝ａ＋ｄ－ｉ）

前年度
比較

（ｊ－ａ）

定年
退職

（ｅ）

普通
退職

（ｆ）

死亡
（ｇ）

その他
（ｈ）

計
（ｉ＝ｅ＋ｆ

＋ｇ＋ｈ）

18 6 0 21（11） 45（11） 601（31） 10（△ 7）
5 68 1 5 （3） 79 （3） 753（15） 29 （0）
1 0 0 2 3 10 （1）△ 1 （1）
7 0 0 15 （8） 22 （8） 120（12）△ 6（△ 3）
0 0 0 1 1 4 0
1 0 0 0 （1） 1 （1） 3 （1） 0 （0）
0 0 0 0 0 0 0
32 74 1 44（23） 151（23） 1,491（60） 32 （△９）

人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況
地方公務員法第５８条の２の規定に基づき、市の人事行政の運営等の状況を公表します。

問い合わせ　職員課人事給与係

○職員の任免および職員数に関する状況

（１）任命権者別一般職の職員の任免および職員数の状況 （単位：人）

（注）　１　（　）内は、再任用短時間勤務職員で外数です。
　　　２�　職員数は上記の他に、東京都十一市競輪事業組合へ１人、東京都後期高齢者医療広域連合へ１人、東京都市町村職員研修所へ１人、地方公務員災害補償基金東京都支部へ１人派遣しており、

平成２９年４月１日現在の青梅市の総職員数は、１，４９５人となります。

区分
職員数 平成２８年と２９年の比較増減状況

平成２７年 平成２８年 平成２９年 増員数 減員数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議会 11 （0） 11 （0） 10（△ 1） 0 1 人員未配置

総務 174 （2） 178 （4） 181 （3） 6 3 職員派遣、人員未配置

税務 55 （0） 55 （0） 55 （0） 0 0

民生 82 （3） 86 （4） 88 （2） 3 1 業務量増

衛生 54（△ 2） 54 （0） 54 （0） 0 0

農林水産 11 （0） 13 （2） 16 （3） 3 0 組織改正

商工 9 （0） 9 （0） 10 （1） 1 0 業務量増

土木 103（△ 4） 108 （5） 106（△ 2） 2 4 組織改正、業務量増

小計 499（△ 1） 514 （15） 520 （6） 15 9

特別
行政

教育 150（△ 4） 132（△ 18） 126（△ 6） 2 8 組織改正、人員未配置

小計 150（△ 4） 132（△ 18） 126（△ 6） 2 8 　

普通会計 649（△ 5） 646 （△ 3） 646 （0） 17 17 　

公
営
企
業
等

　

病院 742 （4） 724（△ 18） 753 （29） 29 0 業務量増、欠員補充

下水道 27 （0） 26 （△ 1） 27 （1） 1 0 欠員補充

その他 63 （1） 63 （0） 65 （2） 2 0 業務量増

小計 832 （5） 813（△ 19） 845 （32） 32 0 　

合計 1,481 （0）1,459（△ 22） 1,491 （32） 49 17 　

（２）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （単位：人）

（注）　１　（　）内の数値は、対前年の増減数です。
　　　２　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく数値です。

（３）役職別職員数

　市役所においては、課を単位に

仕事が分担されており、同じ分野

の課をまとめて部が置かれていま

す。そして部に部長、課に課長、

係に係長などを置いています。

　平成２９年４月１日現在の状況

は右のとおりです。

※総合病院診療部門を除く

区分 職員数

部長職 14

課長職 60

係長職 169

主査職 4

副主査職 45

主任職 313

主事職 169

（４）昇任試験の状況（平成２８年度）

　昇進の基本原則は能力主義、成績主義に基づき行っています。

管理職候補者等を見いだす方法として、課長職、係長職、主査

職、副主査職および主任職については昇任試験を課しています。

※総合病院診療部門を除く

区分 受験者数 合格者数

課長職 19 16
係長職 14 9
主査職 7 1
副主査職 4 0
主任職 32 14

○職員の給与の状況

共済費 計

２７年度
決算額（ｇ）

２８年度
決算額（ｈ）

前年度比較
（ｉ＝

ｈ－ｇ）

２７年度
決算額（ｊ）

２８年度
決算額（ｋ）

前年度比較
（ｋ－ｊ）

対前年度
伸び率

793,693 783,031 △ 10,662 5,595,850 5,558,149 △ 37,701 △ 0.7%

905,465 950,441 44,976 6,320,812 6,440,480 119,668 1.9%

16,610 15,319 △ 1,291 100,505 97,855 △ 2,650 △ 2.6%

191,284 174,307 △ 16,977 1,204,589 1,126,144 △ 78,445 △ 6.5%

5,394 5,312 △ 82 48,721 52,289 3,568 7.3%

6,002 5,026 △ 976 36,774 33,254 △ 3,520 △ 9.6%

0 0 0 0 0 0 0

1,918,448 1,933,436 14,988 13,307,251 13,308,171 920 0.0%

区分

給料 職員手当

２７年度
決算額（ａ）

２８年度
決算額（ｂ）

前年度比較
（ｃ＝

ｂ－ａ）

２７年度
決算額（ｄ）

２８年度
決算額（ｅ）

前年度比較
（ｆ＝

ｅ－ｄ）

市長部局 2,383,735 2,310,517 △ 73,218 2,418,422 2,464,601 46,179

市立
総合病院

2,674,785 2,657,984 △ 16,801 2,740,562 2,832,055 91,493

議会 49,950 47,521 △ 2,429 33,945 35,015 1,070

教育委員会 614,694 565,538 △ 49,156 398,611 386,299 △ 12,312

選挙管理
委員会

16,152 15,899 △�253 27,175 31,078 3,903

監査・
公平委員会

18,165 16,363 △ 1,802 12,607 11,865 △ 742

農業委員会 0 0 0 0 0 0

計 5,757,481 5,613,822 △ 143,659 5,631,322 5,760,913 129,591

（１）部門別給与等の状況（平成２７・２８年度決算） （単位：千円）

区分 初任給

一般行政職
高校卒 144,600 円

大学卒 182,700 円

（２）初任給の状況（平成２９年４月１日現在）

区分
平成２９年４月１日現在

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 324,900 円 430,981 円 43 歳 11か月
一般技能職 371,400 円 440,324 円 54 歳 11か月
医療職 303,417 円 389,334 円 41 歳 3か月

企業職(市立総合病院の職員) 307,400 円 488,219 円 38 歳 6か月

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

（注）　１�　平均給料月額は、４月に職員に支給される基本給としての給料を職員数で除したものです。
　　　２�　平均給与月額は、４月に職員に支給される給料と職員手当 (扶養手当､ 地域手当、住居手当、通勤手当､ 単身赴任手当、

特殊勤務手当、管理職手当、時間外勤務手当等 )の合計額を職員数で除したものです。

○職員の人事評価の状況

　職員の職務で発揮された能力などについて、毎年評価を行っています。平成２８年度は、次の内容で実施しました｡

評価期間　　平成２８年４月１日～２９年３月３１日

評価対象者　全職員

評価項目　業績（目標や職務の達成度など）、態度（責任感、積極性、規律性など）および能力（理解・判断力、企画力、指導力など）

（単位：人）

（単位：人）

（注）　１　平成２８年度から東京都公平委員会に加入したため、２８年度の監査・公平委員会の決算額は、監査委員会のみの実績です。



． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/ （６）２９ １１ １５

《
相
談
事
例
》

　副
業
サ
イ
ト
で
「
簡
単
に

収
入
が
増
え
る
」
と
い
う
広

告
を
見
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
た
。
そ
の
後
、

「
月
50
万
円
を
必
ず
分
配
す

る
仕
組
み
が
あ
る
。
入
会
す

れ
ば
簡
単
に
、
必
ず
大
金
が

入
る
」
と
い
う
メ
ー
ル
や
動

画
が
届
き
、「
今
か
ら
10
分

以
内
に
入
会
し
た
人
だ
け
に

も
う
か
る
情
報
を
販
売
す

る
」
と
あ
っ
た
の
で
急
い
で

申
し
込
み
、
10
万
円
を
支

払
っ
た
と
こ
ろ
、
情
報
商
材

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
が
届

い
た
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

が
、
内
容
は
書
店
で
も
入
手

で
き
る
情
報
で
、
月
50
万
円

の
分
配
金
を
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
さ
ら
に
40
万

円
の
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
当

初
の
話
と
違
う
の
で
解
約
し

よ
う
と
思
い
、
事
業
者
に
電

話
し
た
が
誰
も
出
ず
、
メ
ー

ル
を
し
て
も
返
信
が
な
い
。

事
業
者
の
サ
イ
ト
に
は
「
解

約
や
返
金
に
は
応
じ
な
い
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

○
ア
ド
バ
イ
ス

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売

さ
れ
て
い
る
お
金
の
も
う
け

方
等
に
関
す
る
情
報
を
「
情

報
商
材
」
と
呼
び
ま
す
。
情

報
商
材
の
広
告
は
「
誰
で
も

簡
単
に
」、「
絶
対
も
う
か
る
」

等
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
手
早
く
稼
ぎ
た
い
と

い
う
消
費
者
心
理
に
つ
け
こ

み
ま
す
。
し
か
し
、実
際
は
、

そ
の
情
報
を
得
る
た
め
に
高

額
な
支
払
い
が
必
要
だ
っ
た

等
、
当
初
の
話
と
違
っ
た
と

い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
簡
単
に
短
時
間

で
大
金
を
稼
げ
る
「
お
い
し

い
話
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契

約
す
る
前
に
冷
静
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

契
約
は
「
通
信
販
売
」
に

該
当
し
、
事
業
者
は
、
名

称
・
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
契
約
条
件
等
の
情

報
を
表
示
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
業

者
の
表
示
内
容
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
住
所
や
電
話

番
号
が
省
略
さ
れ
て
い
た

り
、
広
告
で
は
「
絶
対
も
う

か
る
」
と
断
言
し
て
い
た

の
に
「
必
ず
し
も
利
益
や

効
果
を
保
証
し
て
い
な
い
」

な
ど
と
違
う
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
商
材
は

い
っ
た
ん
契
約
す
る
と
、
事

業
者
に
連
絡
が
取
り
に
く

く
な
る
こ
と
が
多
く
、
連
絡

が
つ
い
て
も
「
す
で
に
商
品

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
提
供
済
み
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
、
解
約
・
返

金
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

簡
単
に
購
入
申
し
込
み
が
で

き
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易

に
契
約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
も
う
け
た
お
金
で

返
済
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
、

消
費
者
金
融
等
で
借
金
し
て

購
入
し
て
し
ま
う
と
、
結
局

借
金
だ
け
が
残
る
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
消

費
者
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※ 

東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
・
東
京
く
ら
し
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

も
と
に
作
成

問 

い
合
わ
せ

　市
民
安
全
課

市
民
相
談
係

「
毎
月
必
ず
50
万
円
も
ら
え
る
」

話
を
信
じ
た
ら
…

振
り
込
め
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

～

犯

人

の　

電

話

に

出

な

い

で　

被

害

ゼ

ロ

～

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害

▽
17
件

　４
千
900
万
円

金
融
機
関
職
員
に
よ
る

詐
欺
被
害
の
未
然
防
止

▽
16
件

　２
千
373
万
円

　な
お
、
28
年
中
の
被
害
発

生
状
況
は
10
件
・
９
千
855
万

円
で
し
た
。

詐
欺
被
害
増
加
中
！

　９
月
以
降
、
青
梅
警
察
署

管
内
で
は
立
て
続
け
に
４
件

の
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
は
こ
の
よ
う

な
連
絡
が
き
て
い
ま
せ
ん

か
？

▽ 

実
在
す
る
会
社
か
ら
「
有

料
サ
イ
ト
の
利
用
料
金

が
未
納
な
の
で
法
的
手

続
き
に
入
る
」
と
メ
ー
ル

が
届
い
た
。

▽ 

警
察
官
か
ら
「
あ
な
た
の

口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い

る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
受
け
取
り
に
向
か
う
」

と
電
話
が
き
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

☆ 

警
察
か
ら
の
電
話
で
も
す

ぐ
に
信
用
せ
ず
、
係
・
氏

名
・
連
絡
先
等
を
尋
ね
て

実
際
に
確
認
を
！

☆ 

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も

慌
て
ず
、
お
金
や
カ
ー
ド

を
渡
さ
な
い
！

☆ 

不
審
な
電
話
が
き
た
ら
、

ま
ず
警
察
・
家
族
の
両
方

に
相
談
を
！

問 

い
合
わ
せ

　市
市
民
安
全

課
市
民
安
全
係
、
青
梅
警

察
署
防
犯
係
☎
22
・
０
１

１
０　市

で
は
、 

振
り
込
め
詐

欺
対
策
と
し
て
、「
自
動

通
話
録
音
機
」
を
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　市
市
民
安

全
課
市
民
安
全
係

　第
４
支
会
で
は
、
平
成
18

年
度
に
「
地
域
住
民
の
安
全

確
保
お
よ
び
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
り
、
併
せ
て
、
防

犯
、
防
災
、
交
通
安
全
等
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
期

し
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ

い
地
域
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
各
自

治
会
、
警
察
、
消
防
、
学
校

等
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、「
第
４

支
会
地
域
の
安
全
を
ま
も
る

会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　以
後
、
畑
中
、
和
田
町
、

下
郷
（
梅
郷
１
・
２
丁
目
）、

中
郷
（
梅
郷
３
〜
５
丁
目
）、

上
郷
（
梅
郷
６
丁
目
）
お
よ

び
柚
木
町
の
６
つ
の
連
合
自

治
会
を
単
位
と
し
て
、
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、
各
地

域
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　各
連
合
自
治
会
は
、
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
毎
年
度
そ

れ
ぞ
れ
300
日
〜
350
日
、
延
べ

９
千
人
（
単
年
度
の
延
参
加

人
数
）
を
超
え
る
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
防
犯
講
演
会
」
の

開
催
や
「
防
犯
用
の
ぼ
り

旗
」
の
設
置
を
推
進
し
、
防

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
28

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に

!!

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
４
支
会
長

　高
野
公
男

犯
等
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

も
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
も
、
地
域
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽ 
青
梅
市
自
治
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H Phttp:

//w
w
w
.o
m
e
-re
n
g

ou.jp/

問 

い
合
わ
せ

　市
民
活
動
推

進
課

防犯講演会

　夜
間
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日 

時

　12
月
７
日(

木)

　午

後
５
時
〜
８
時

会 

場

　市
役
所
２
階
202
会
議
室

定
員

　先
着
５
人
（
予
約
制
） 

※
１
人
30
分

費
用
無
料

共 

催

　日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
東
京
地
方
事
務
所
多

摩
支
部
（
法
テ
ラ
ス
多
摩
）、

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支

部
申 

し
込
み

　11
月
28
日
か
ら
電

話
で
市
民
安
全
課
市
民
相

談
係
へ

夜

間

無

料

法

律

相

談

会

　人
形
劇
や
腹
話
術
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
を
行
い
ま
す
。
親

子
で
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日 

時

　11
月
27
日
（
月
） 

　午

前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

会 

場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ぐ
は
ぐ
」

対
象

　未
就
学
児
の
親
子

講 

師

　青
梅
警
察
署
員
、
青
梅

交
通
安
全
協
会
指
導
員

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問 

い
合
わ
せ

　市
民
安
全
課
市

民
安
全
係
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
は
ぐ
は
ぐ
」
☎

31
・
１
３
１
８

親

と

子

の

交

通

安

全

教

室

事

業

系

ご

み

の

取

り

扱

い

　事
務
所
や
店
舗
等
の
事
業
所

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
事

業
系
ご
み
で
す
の
で
、
家
庭
系

一
般
廃
棄
物
指
定
収
集
袋
で
は

排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

住
宅
兼
事
業
所
の
住
宅
部
分

の
ご
み
を
除
く

◆
事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法

▽ 

燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ
な
い

ご
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
、
１
回
の
搬
出
量

が
指
定
収
集
袋
の
大
袋
３
袋

以
内
（
小
袋
は
６
袋
以
内
）

の
事
業
所
は
、
事
業
系
一
般

廃
棄
物
指
定
収
集
袋
を
用
い

て
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
袋
４
袋
以
上
と
な
る

事
業
所
は
、
青
梅
市
の
許
可

を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

粗
大
ご
み
お
よ
び
産
業
廃
棄

物
は
、
市
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
廃
棄
物
処
理
業

者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

資
源
ご
み
（
新
聞
、
雑
誌
、

雑
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
び

ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
）
は
貴
重
な
資
源
に
な
り

ま
す
の
で
、
資
源
物
処
理
業

者
に
依
頼
す
る
等
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽ 

水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
類

を
大
袋
（
45
リ
ッ
ト
ル
）
で

排
出
す
る
場
合
は
、
重
量
に

よ
り
袋
が
破
け
て
ご
み
が

散
乱
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
に
水
切
り

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
切

り
が
難
し
い
場
合
は
、
小
袋

に
分
け
て
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

市
で
は
、
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
て
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
よ
り
西
多
摩
衛
生

組
合
に
持
ち
込
ま
れ
る
事
業

系
ご
み
が
、
適
正
に
分
別
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
適

正
物
が
混
入
し
て
い
る
場
合

は
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
分
別
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
清
掃
係

　市
で
は
、
10
月
に
、
河
辺
駅

北
口
の
環
境
美
化
推
進
重
点

地
区
お
よ
び
路
上
喫
煙
禁
止

地
区
内
の
市
指
定
喫
煙
場
所

に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
ま
し
た
。

　深
夜
急
行
バ
ス
（
新
橋
・

銀
座
・
東
京
・
新
宿
〜
拝
島
・

福
生
・
河
辺
線
）
の
運
賃
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

運 

行
日

　月
〜
金
曜
日
の
深

夜
出
発

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
（
12
月
30
日
〜
１

月
4
日
）
は
運
休

深

夜

急

行

バ

ス

の

運

賃

改

定

　河
辺
駅
北
口
の
路
上
喫
煙
禁

止
地
区
内
で
喫
煙
を
す
る
際

は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
側

で
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　環
境
政
策
課
管

理
係

パーテーションの設置状況

発 

着
時
刻

　Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
午

前
零
時
00
分
発
〜
銀
座

午
前
零
時
10
分
発
〜
東

京
駅
八
重
洲
南
口
午
前

零
時
15
分
発
〜
新
宿
駅

西
口
午
前
零
時
55
分
発

〜
小
作
駅
東
口
午
前
２

時
10
分
着
〜
河
辺
駅
北

口
午
前
２
時
15
分
着

運
賃

　一
律
３
千
500
円

※
予
約
不
要

問 

い
合
わ
せ

　西
東
京
バ
ス

㈱
☎
042
・
646
・
９
０
４
１
、

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

河

辺
駅
北
口
の

市
指
定
喫
煙
場
所
に

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を

設

置
し
ま
し
た



回収できるもの（例） 回収できないもの（例）

書籍、雑誌、カタログ、パンフレッ
ト、食品の箱、封筒、はがき、カ
レンダー、名刺、シュレッダーご
み（紙袋に入れる）

圧着はがき、粘着物のついた紙、臭いのついた紙、感熱紙、
カーボン紙、ビニール等でコーティングされた紙、ワック
スなどで防水加工された紙、写真、ティッシュペーパー、
ペーパータオル、レシート、金・銀箔のついた紙、汚れた
紙…燃やすごみへ

回収できるもの（例） 回収できないもの（例）

古着、革製の衣類、ダウンジャケット、
タオル、カーテン、シーツ、毛布

下着、靴下、ペット用に使ったもの、汚れているもの
…燃やすごみへ
布団、じゅうたん…粗大ごみへ

かばん類（革・布・エナメル製品）、
ウエストバッグ、ハンドバッグ、ベル
トポーチ、リュックサック

ハードケース、スーツケース、車輪の付いたバッグ、
ゴルフバッグ…粗大ごみへ
ランドセル、保冷バッグ…燃やすごみへ

靴類（革・布・エナメル製品）、ショー
トブーツまでの長さの靴、靴ひもの取
れた靴

長靴、スリッパ、スパイク、登山靴、ハーフブーツ以
上の長さの靴、安全靴、片足のみの靴…燃やすごみへ

５０㎝未満のぬいぐるみ ５０㎝以上のぬいぐるみ…粗大ごみへ

ベルト類（革・布・エナメル製品） おもちゃのベルト…燃やすごみへ

○

○

． ． 広報おうめ 市役所の代表電話は２２‐１１１１です（７） ２９ １１ １５

　皆
さ
ん
は
「
健
康
寿
命
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　健
康
寿
命
と
は
、
介
護
を

必
要
と
し
な
い
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
期
間
の
こ
と

で
、
日
本
人
で
は
約
70
歳
、

平
均
寿
命
の
80
歳
と
は
約
10

年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
は
健
康
寿
命
を
縮
め

る
、
す
な
わ
ち
要
介
護
の
原

因
と
な
る
脳
梗
塞
や
フ
レ
イ

ル
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
原

因
と
予
防
法
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
16
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　総
合
病
院
講
堂
（
南

棟
３
階
）

講
師

　副
院
長
兼
循
環
器
内

科
部
長

　大
友
建
一
郎
氏

費
用
無
料

そ
の
他

　次
回
開
催（
１
月
）

は
、「
肺
炎
予
防
」（
予
定
）

で
す
。

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　総
合
病
院

管
理
課
庶
務
係
☎
22
・

３
１
９
１

市
立
総
合
病
院

　お
う
め
健
康
塾

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

～
ピ
ン
コ
ロ
を
目
指
し
て
～

　東
京
都
大
気
汚
染
医
療

費
助
成
制
度
が
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ

ま
す
。

　気
管
支
ぜ
ん
息
の 

都 

医

療
券
を
お
持
ち
の
方
で
、
生

年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
１

日
以
前
の
方
は
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
一
部
自
己
負
担
が

生
じ
ま
す
。

※
18
歳
未
満
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
窓
口
で

の
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▽
30
年
４
月
１
日
以
降
の
診

療
分
か
ら
、
認
定
さ
れ
た

疾
病
に
対
す
る
保
険
診

療
の
窓
口
支
払
額
の
う

ち
、
月
額
６
千
円
ま
で
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
月
額
の
合
計
が
６
千
円
に

達
し
た
と
き
は
、
そ
の
月

に
は
そ
れ
以
上
の
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
月
額
の
自
己
負
担
額
は
、

各
医
療
機
関
等
（
病
院
、

診
療
所
、
薬
局
）
で
「
自

己
負
担
限
度
額
管
理
票

（
東
京
都
大
気
汚
染
医
療

費
助
成
用
）」
に
記
載
し

て
も
ら
い
、
管
理
し
ま

す
。

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度

　平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す

※
「
自
己
負
担
限
度
額
管
理

票
（
東
京
都
大
気
汚
染
医

療
費
助
成
用
）」
は
、
30

年
４
月
１
日
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
医
療
券
と

と
も
に
30
年
２
月
ご
ろ

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

☆
医
療
機
関
等
の
窓
口
で

は
、「 

都 

医
療
券
」
と

「
自
己
負
担
限
度
額
管
理

票
」
を
必
ず
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▽
制
度
に
つ
い
て
…
都
福
祉

　保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課

　☎
03
・
５
３
２
０
・
４
４

　９
２

▽
申
請
に
つ
い
て
…
健
康
セ

ン
タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

　犬を飼っている方には、飼い犬の生涯１回の登録、鑑札の携帯、

毎年１回の狂犬病予防注射の接種と届け出が法律で義務づけられて

います。飼い犬の登録等の手続き場所や費用などは、下表のとおり

です。詳細は、健康センターへお問い合わせください。

問い合わせ　健康センター☎２３－２１９１

忘れていませんか？
飼い犬の登録と狂犬病予防注射

内容 手続き場所 費用
飼い犬の登録

健康センター
３，０００円

飼い犬の所在地変更、飼い主
変更、飼い犬の死亡の届け出 無料

狂犬病予防注射 動物病院 動物病院へお問い
合わせください。

狂犬病予防注射済票の交付※ 健康センター ５５０円

※注射を受けた病院で発行された注射済証をお持ちください。

飼
っ
て
い
た
動
物
の
火
葬
は

市
役
所
で
手
数
料
を
お
支
払
い
の
う
え
火
葬
場
へ

　飼
っ
て
い
た
動
物
が
死
ん
だ

場
合
に
火
葬
を
行
う
際
の
手
順

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
（
市
役

所
３
階
）
で
申
請
し
、
手
数

料
２
千
円
を
支
払
う
。

②
手
数
料
の
領
収
書
を
持
っ
て

死
ん
だ
動
物
を
火
葬
場
（
長

淵
５
―
743
）
へ
持
ち
込
む
。

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
。
友
引
の
日
と
１

月
１
日
～
３
日
は
休
み
）

※
申
請
の
際
に
は
、
青
梅
市
民

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書

類
（
免
許
書
等
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
大
型
犬
を
持
ち
込
む
際
は
事

前
に
火
葬
場
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
火
葬
後
の
骨
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。 

※
死
ん
だ
動
物
を
引
き
取
り
に

平
日
に
ご
自
宅
へ
伺
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
清
掃
リ
サ

イ
ク
ル
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
引
き
取
り
に
伺
っ
た
職
員
に

手
数
料
４
千
円
（
火
葬
代
含

む
）
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課

水曜日は資源物の行政回収の日
※地域等で実施する集団回収を優先的に利用しましょう。

第１水曜日…新聞

▽新聞と折込チラシは一緒にひもで束ねて出してください。

▽雨の日でも出せます。ビニール袋や紙袋には入れないでください。

第２水曜日…雑誌、雑紙

▽ ひもで束ねるか紙袋に入れて、中身がこぼれないようひもで結んで出してくだ

さい。

▽雨の日でも出せます。ビニール袋には入れないでください。

測定場所

測定値
線量率
μＳｖ/時間

地上高１ｍ

二小 ０．０４

五小 ０．０４

成木小 ０．０６

新町小 ０．０５
※測定機器　日立アロカメディ
カル社製ＴＣＳ－１７２Ｂ

　10
月
11
日
に
採
取
（
購
入
）

し
た
都
内
流
通
食
品
の
放
射
性

物
質
検
査
で
は
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
―
134
、
同
137
は
、
基
準
値

未
満
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　都
福
祉
保
健

局
健
康
安
全
部
食
品
監
視

課
監
視
計
画
担
当
☎
03
・

５
３
２
０
・
４
４
０
４
、
市

市
民
安
全
課
市
民
相
談
係

　市
で
は
、
10
月
17
日
に
市
内

４
施
設
で
空
間
放
射
線
量
を
測

定
し
ま
し
た
。

　今
回
の
測
定
値
は
、
こ
れ
ま

で
の
測
定
値
と
大
き
な
差
は
な

く
、
現
時
点
で
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
数
値
で
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ

　環
境
政
策
課
環

境
対
策
係

　10
月
18
日
現
在
、
市
内
の
浄

水
所
お
よ
び
小
作
浄
水
場
の
浄

水
（
水
道
水
）
か
ら
は
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
不
検
出
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　都
水
道
局
多
摩

　お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
・
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

091
・
101
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を

利
用
で
き
な
い
場
合
☎
042
・

548
・
５
１
１
０
）、
市
市
民

安
全
課
市
民
相
談
係

都

内

流

通

食

品

の

放

射

性

物

質

検

査

結

果

市
内
の
空
間
放
射
線
量
定
期
定
点
測
定
結
果

市

内

の

水

道

水

の

放

射

能

測

定

結

果

使用済小型家電

▽ 市役所、リサイクルセンター、各市民センター、総合体育館に回収ボックスを設

置しています。

▽電池類は外してください。個人情報は消去してください。

資源物の回収にご協力ください
問い合わせ　清掃リサイクル課

　小型家電に含まれる金・銀・白金・アルミといった有用金属は「都市鉱山から作る！

みんなのメダルプロジェクト」事業として、２０２０年東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会の入賞メダルへと生まれ変わります。

回収ボックスの投入口（３０㎝×１５㎝）に入る家電製品（例）

携帯電話、携帯音楽プレーヤー、電子端末、カメラ（使い捨ては除く）、携帯ゲーム機、
電子辞書、カーナビ、補助記憶装置（ＵＳＢメモリ等）電卓、シェーバー、ドライヤー、
家電付属品（アダプター、コード類）

第３水曜日…ダンボール、飲料用紙パック

▽ダンボールはひもで束ねて出してください。

▽ 飲料用紙パックは水洗いして乾かし、切り開いてからひもで束ねて出してくだ

さい。（中にアルミが貼ってあるものは燃やすごみへ）

▽雨の日でも出せます。ビニール袋には入れないでください。

第４水曜日…繊維、かばん、靴、ぬいぐるみ、ベルト類

▽種類ごとに分け、透明または半透明の袋に入れて出してください。

▽汚れや傷みがひどいもの、ぬれているものは回収できません。

▽繊維類は雨にぬれると資源化できないため、雨の日に出すのは控えてください。
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　迅
速
な
救
命
処
置
が
、
あ

な
た
の
家
族
や
多
く
の
方
の

命
を
救
い
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
救
命
処
置
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
法
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　12
月
15
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

会
場

　健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象

　市
民

内
容

　心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
救
命
処
置
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
安
全
な
操
作
法

指
導

　（
公
財
）
東
京
防
災

救
急
協
会
職
員

　ほ
か

定
員

　先
着
30
人（
予
約
制
）

費
用

　１
千
400
円
（
テ
キ
ス

普

通

救

命

講

習

会

救
命
処
置
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
操
作
法

ト
代
）

※
当
日
集
金

服
装
・
持
ち
物

　動
き
や
す

い
服
装
、
筆
記
用
具

※
ス
カ
ー
ト
不
可

協
力

　青
梅
消
防
署

そ
の
他

　講
習
修
了
者
に
救

命
技
能
認
定
証
を
後
日

交
付

申
し
込
み

　電
話
☎
23
・

２
１
９
１
で
健
康
セ
ン

タ
ー
へ

医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

健

康

栄

養

相

談

　健
診
結
果
や
身
体
の
こ
と
な

ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
６
日
（
水
）

　

 

午

後
１
時
15
分
か
ら

会
場

　健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容

　生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
等
）、

そ
の
他
の
病
気
の
予
防
に

関
す
る
個
別
相
談

定
員

　先
着
６
人
程
度
（
予
約

制
）

費
用
無
料

持
ち
物

　健
康
診
断
の
結
果
、

お
薬
手
帳
、
健
康
手
帳
、
ふ

だ
ん
の
食
事
の
記
録

申
し
込
み

　電
話
☎
23
・
２
１

　９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

妊

婦

歯

科

健

診

～
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
お
口
の
中
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
～

　妊
娠
中
は
、
身
体
の
変
化
や

生
活
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
歯
周
病
や
む
し
歯
が
進
行

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
定
期

に
１
度
、
健
診
を
受
け
て
お
く

と
安
心
で
す
。

　

日
時

　12
月
７
日
（
木
）

　午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

　健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象

　安
定
期
の
妊
婦

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
（
幼
児
食
教
室
）

家
族
で
楽
し
く
メ
キ
シ
カ
ン
！

　ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
生
地
を
使
っ

て
食
事
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　12
月
13
日
（
水
）

　午

前
10
時
〜
正
午

会
場

　今
井
市
民
セ
ン
タ
ー
料

理
教
室

対
象

　２
〜
５
歳
児
の
保
護
者

※
原
則
と
し
て
保
護
者
対
象
で

す
が
、
親
子
で
の
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

内
容

　調
理
実
習
…
ト
ル

テ
ィ
ー
ヤ
、
サ
ル
サ
ソ
ー

ス
、
タ
コ
ミ
ー
ト

　ほ
か

定
員

　先
着
20
人
（
予
約
制
）

費
用

　１
人
300
円

持 

ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ

内
容

　歯
科
健
診
、
歯
磨
き
指

導
定
員

　先
着
15
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

持
ち
物

　母
子
手
帳
、
歯
ブ
ラ

シ
申
し
込
み

　電
話
☎
23
・
２
１

　９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

ナ
（
三
角
巾
）、
手
拭
き
、

布
巾
、
麦
茶
、
ウ
エ
ス
ト

ポ
ー
チ
等

※
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※ 

食
品
衛
生
上
、
調
理
し
た
も

の
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

　託
児
あ
り

申
し
込
み

　電
話
☎
23
・
２
１

　９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

六
中
・
泉
中
吹
奏
楽
部　

都
代
表
と
し
て

「
第
17
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
出
場

　六
中
・
泉
中
の
吹
奏
楽
部
は
、

10
月
14
日
に
宇
都
宮
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
17
回
東

日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
に
都

代
表
と
し
て
出
場
し
、
六
中
が

金
賞
、
泉
中
が
銀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

▽
六
中
吹
奏
楽
部
か
ら

　皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
３
年
連
続
７
回
目
の
東
日

本
学
校
吹
奏
楽
大
会
を
金
賞
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
大
会
史
上
最
少
人
数
の
７

人
で
の
出
場
。
こ
の
人
数
で
は

戦
え
な
い
…
と
一
度
は
コ
ン

ク
ー
ル
を
諦
め
よ
う
か
と
思
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
生
徒
の
努
力
、
学
校
の
協

力
、
何
よ
り
も
小
曾
木
地
区
の

皆
さ
ん
の
大
き
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
大
き
な
原
動
力
と
な
り
、

今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　た
っ
た
７
人
で
も
音
楽
は
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
さ
せ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
コ

ン
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

▽
泉
中
吹
奏
楽
部
か
ら

　泉
中
吹
奏
楽
部
は
現
在
、
部

員
39
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
限
ら
ず
、
地
域

の
演
奏
会
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
の
演
奏
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　念
願
で
あ
っ
た
東
日
本
学
校

吹
奏
楽
大
会
へ
の
出
場
は
今
年

で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
学

校
・
地
域
・
保
護
者
の
方
々
の

ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の
出
場

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
吹
奏
楽
部
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　指
導
室
指
導
係

小
曾
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ

ぎ

舞

踊

会

公

演

会

　昔
懐
か
し
い
股
旅
踊
り
や
お

座
敷
芸
、
マ
ジ
ッ
ク
、
新
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
公
演
を
行

い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

の
う
え
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
16
日
（
土
） 

　午

後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

　小
曾
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
集
会
室
（
都
営
バ

ス
・
西
武
バ
ス
中
井
橋
停
留

所
か
ら
徒
歩
２
分
）

対
象

　市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
方

入
場
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　小
曾
木
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
74
・
７
１
９

　７
、
市
高
齢
介
護
課
高
齢
者

支
援
係

お
う
め
子
ど
も
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展
示

　第
14
回
お
う
め
子
ど
も
俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品

お
よ
び
表
彰
式
の
様
子
を
11

月
30
日
ま
で
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　市
役
所
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
入
選
作
品
は
、
市

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　社
会
教
育
課

青
梅
市
小
・

中
学
生
の
主
張
大
会
と

伝
統
文
化
奨
励
表
彰
を
実
施
し
ま
す

　市
と
市
教
育
委
員
会
で

は
、
第
13
回
青
梅
市
小
・
中

学
生
の
主
張
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

６
人
と
中
学
生
10
人
が
、
将

来
の
夢
や
生
き
方
、
身
近
な

生
活
や
社
会
に
対
す
る
考
え

方
、
郷
土
へ
の
思
い
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

　ま
た
、主
張
大
会
に
続
き
、

青
梅
市
教
育
委
員
会
伝
統
文

化
奨
励
表
彰
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
９
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分

会
場

　霞
共
益
会
館

入
場
無
料

そ
の
他

▽
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

▽
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
銀
賞
を
受
賞
し
た

三
中
吹
奏
楽
部
が
演
奏

を
行
い
ま
す
。

▽
車
で
お
越
し
の
方
は
、
三

小
、
三
中
、
西
東
京
農
業

協
同
組
合
（
霞
共
益
会
館

裏
）
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　指
導
室
指
導

係

　今
回
は
、「
夢
と
冒
険
の

旅
〜
そ
し
て
…
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
吹
奏
楽
の
人
気
曲
や

少
し
懐
か
し
い
映
画
音
楽
な

ど
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
ま

し
た
。

　皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　12
月
３
日
（
日
）

　午
後
２
時
30
分
開
演
（
２

時
開
場
）

会
場

　羽
村
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

曲
目

　マ
ー
チ
「
ブ
ル
ー
ス

カ
イ
」、
ア
ル
メ
ニ
ア
ン

ダ
ン
ス
パ
ー
ト
Ⅰ
、宝
島
、

バ
ッ
ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
Ⅲ

　ほ
か

入
場
無
料

直
接
会
場
へ

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

主
催

　市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

　社
会
教
育
課

第
48
回
青
梅
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

防

犯

講

習

会

障
害
を
持
つ
方
の
防
犯
意
識
に
つ
い
て

日
時

　12
月
10
日
（
日
）

　午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

　市
役
所
２
階
201
〜
203
会

議
室

対
象

　市
内
在
住
で
障
害
の
あ

る
方
と
家
族
、
関
係
機
関
等

内
容

　ス
マ
ホ
の
正
し
い
取
り

扱
い
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
・
家
や

街
中
で
事
故
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
心

構
え

　ほ
か

講
師

　青
梅
警
察
署
員

定
員

　先
着
72
人
（
予
約
制
）

入
場
無
料

そ
の
他

　車
で
お
越
し
の
際

は
、
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　電
話
☎
25
・
８
５

　１
０
で
青
梅
市
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

　青
梅
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
障

が
い
者
福
祉
課
相
談
支
援

係

第
７

回

障

害

者

施

設

等

作

品

展

示

会

　障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
〜

９
日
）
に
合
わ
せ
て
、
絵
画
・

手
工
芸
品
・
陶
芸
等
の
展
示
会

を
行
い
ま
す
。

日
時

　12
月
４
日
（
月
）
〜
８

日
（
金
）

　午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

※
４
日
は
正
午
か
ら
、
７
日
は

午
後
８
時
ま
で

会
場

　市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

出
展
施
設

　友
愛
学
園
成
人

部
、
ほ
た
る
の
里
、
青
梅
市

自
立
セ
ン
タ
ー
、
と
ま
と
の

会
、
花
の
里
、
障
が
い
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
青
梅
学

園
、
東
京
青
梅
病
院
、
成
木

台
病
院
、
な
ん
て
ん
の
会
、

た
ま
し
ろ
の
郷

主
催

　青
梅
市
、
青
梅
市
障
害

者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

そ
の
他

　市
役
所
２
階｢

カ

フ
ェ
だ
ん
だ
ん｣

で
は
、
障

害
の
あ
る
方
が
作
成
し
た

製
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　障
が
い
者
福
祉

課
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　ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
で
ア
ロ

ハ
！
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

日�

時

　11
月
22
日
（
水
）

　午

前
11
時
～
正
午

※�

子
育
て
ひ
ろ
ば
は
10
時
～
午

後
３
時

会�

場

　下
長
渕
自
治
会
館
２
階

大
広
間

対�

象

　未
就
学
児
の
親
子
、
妊

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
と
こ
と
こ

マ

マ

キ

ラ

キ

ラ

ひ

ろ

ば

　カ
ッ
ト
の
コ
ツ
を
教
え
ま

す
。

日�

時

　11
月
28
日
（
火
）

　午

前
10
時
～
11
時
30
分（
予
定
）

会�

場

　畑
中
保
育
園
す
こ
や
か

ル
ー
ム

対�

象

　未
就
学
児
の
親
子

講�

師

　美
容
師

　菊
谷
亜
沙
美

氏
費
用
無
料

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
す
こ
や
か
ル
ー
ム

マ

マ

の

た

め

の

ヘ

ア

カ

ッ

ト

教

室

娠
中
の
方
、
祖
父
母

講�

師

　プ
ア
エ
ナ
青
梅

　秋
元

和
美
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ

　長
渕
保
育
園

　

富
樫
☎
22
・
８
１
０
２
、
市

子
ど
も
家
庭
支
援
課
支
援
係�

服�

装
・
持
ち
物

　髪
の
毛
が
つ

い
て
も
よ
い
服
装
、
く
し
、

は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
ケ
ー
プ

ま
た
は
大
き
な
ポ
リ
袋

申�

し
込
み

　電
話
☎
21
・
５
３�

５
８
で
畑
中
保
育
園
子
育

て
ひ
ろ
ば
へ

問�

い
合
わ
せ

　同
園
、
市
子
ど

も
家
庭
支
援
課

　み
ん
な
で
体
を
動
か
そ
う
！

日�

時

　12
月
10
日
（
日
）

　午

前
10
時
～
11
時
30
分

会�

場

　東
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

体
育
館

対
象

　小
学
１
～
６
年
生

講�

師

　（
特
非
）
青
梅
こ
ど
も

未
来

　鈴
木
美
登
里
氏

費
用
無
料

服�

装
・
持
ち
物

　動
き
や
す
い

服
、
体
育
館
履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

申�

し
込
み

　電
話
☎
78
・
４
７�

２
５
で
東
青
梅
市
民
セ
ン

タ
ー
内
お
ひ
さ
ま
広
場
へ

問�

い
合
わ
せ

　市
子
ど
も
家
庭

支
援
課

「

特

別

支

援

教

室

」

説

明

会

　

　市
教
育
委
員
会
で
は
、
発
達

障
害
の
児
童
へ
の
指
導
・
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
小
学
校

に
特
別
支
援
教
室
を
設
置
し
ま

す
。
特
別
支
援
教
室
の
導
入
に

あ
た
り
、
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

○
特
別
支
援
教
室
と
は

　通
常
の
学
級
で
の
学
習
に
お

お
む
ね
参
加
で
き
、
知
的
な
遅

れ
の
な
い
発
達
障
害
の
児
童
を

対
象
と
し
て
、
週
８
時
間
を
限

度
に
、
生
活
面
や
学
習
面
で
の

困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め

の
指
導
を
実
施
す
る
教
室
で

す
。
児
童
が
在
籍
校
で
必
要
な

指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

拠
点
校
に
配
置
さ
れ
た
指
導
教

員
が
、
各
校
を
巡
回
し
て
指
導

を
行
い
ま
す
。

日�

時

　11
月
27
日(

月
）

　午

後
２
時
～
４
時

会�

場

　市
役
所
２
階
204
～
206
会

議
室

定
員

　先
着
110
人
（
予
約
制
）

申�

し
込
み

　22
日
ま
で
に
電
話

で
教
育
指
導
担
当
へ

採�

用
職
種

　東
京
都
公
立
学
校

特
別
支
援
教
室
専
門
員
（
一

般
職
非
常
勤
職
員
）

勤
務
場
所

　都
内
公
立
小
学
校

任�

用
期
間

　平
成
30
年
４
月
１

日
～
31
年
３
月
31
日

※
更
新
制
度
あ
り

勤�

務
日
数
・
勤
務
時
間

　年
間

192
日
、
１
日
当
た
り
７
時
間

45
分

応�

募
方
法

　東
京
都
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://

w
w
w
.k
y
o
ik
u
.m
e
tro
.

tokyo.jp
/b
u
ka
/g
a
ku
m
u
/

toku
shi_
se
n
m
on
in
.htm
l

参
照
。

申�

し
込
み

　11
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
163
―
８
０
０
１
新
宿
区
西

新
宿
２
―
8
―
1
東
京
都
庁

第
一
本
庁
舎
39
階
北
側
東
京

都
教
育
庁
都
立
学
校
教
育
部

特
別
支
援
教
育
課
特
別
支
援

教
室
専
門
員
採
用
担
当
へ

問�

い
合
わ
せ

　東
京
都
教
育

庁
都
立
学
校
教
育
部
特
別

お
ひ
さ
ま
広
場

あ
つ
ま
れ
小
学
生
！
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

キ
ッ
ズ
ぱ
～
く

楽

し

い

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

　０
歳
か
ら
楽
し
め
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
お

友
達
を
誘
っ
て
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日�

時

　12
月
９
日
（
土
）

　午

前
11
時
～
11
時
40
分

会�

場

　永
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演

　ハ
ッ
ピ
ー
ポ
ケ
ッ
ト

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ

　子
ど
も
家
庭
支

援
課
支
援
係

対�

象

　西
多
摩
地
域
お
よ
び
近

郊
に
在
住
の
方

募
集
人
数

　30
人
程
度

研�

修

　12
月
～
平
成
30
年
3
月

ご
ろ
（
予
定
）

申�

し
込
み

　12
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
履
歴
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送
で
〒
198
―

０
０
３
６
青
梅
市
河
辺
町

６
―
４
―
１
東
京
都
青
梅

合
同
庁
舎
１
階
（
一
社
）
大

多
摩
観
光
連
盟
事
務
局
へ

問�

い
合
わ
せ

　同
事
務
局
☎

22
・
３
５
２
５
、
市
商
工
観

光
課
観
光
係

大

多

摩

観

光

ガ

イ

ド

募

集

日�

時

　12
月
13
日
（
水
）

　

午
前
８
時
45
分
～
正
午

※
雨
天
中
止

集�

合
・
解
散

　御
岳
交
流
セ

ン
タ
ー

内�

容

　渓
谷
付
近
で
見
ら
れ

る
野
鳥
の
紹
介
、
野
鳥
観

察
、
観
察
し
た
野
鳥
に
つ

い
て

定
員

　先
着
25
人（
予
約
制
）

講�

師

　日
本
野
鳥
の
会
奥
多

摩
支
部

費�

用

　300
円
（
保
険
代
・
資

料
代
）

御

岳

交

流

セ
ン

タ

ー

野

鳥

観

察

会

企
画
展
「
青
梅
の
考
古
学
～
古
代
か
ら
の
お
く
り
も
の
展
～
」

　郷
土
博
物
館
で
は
平
成
30
年

１
月
14
日
ま
で
企
画
展
「
青
梅

の
考
古
学
～
古
代
か
ら
の
お
く

り
も
の
展
～
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
企
画
展
の
関
連
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時

　12
月
９
日
（
土
）

　午

後
２
時
か
ら

会�

場

　釜
の
淵
市
民
館
研
修

室
定
員

　先
着
80
人（
予
約
制
）

講�
師

　青
梅
市
文
化
財
保
護

指
導
員

　鈴
木
晴
也
氏

申�

し
込
み

　電
話
☎
23
・

６
８
５
９
で
郷
土
博
物

館
へ

　世
界
連
邦
運
動
協
会
青
梅
支

部
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
平
和
の
尊
さ
や
人
類
の

一
員
と
し
て
の
意
識
を
深
め
て

ほ
し
い
と
願
い
、
市
内
の
小
学

小

学

生

平

和

ポ

ス

タ

ー

展

　姉
妹
都
市
ボ
ッ
パ
ル
ト
市

か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ

ン
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ェ

ン
市
議
会
議
員
を
団
長
と
す

る
10
人
の
青
少
年
友
好
親
善

使
節
団
が
、
10
月
６
日
か
ら

15
日
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
。

　滞
在
中
は
、
市
内
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
浴
衣

の
着
付
け
、
座
禅
、
そ
ば
打

ち
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま

た
、
青
梅
総
合
高
校
を
訪

問
し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と

も
交
流
し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
カ
ヌ
ー
体
験

や
青
梅
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ�

ェ
ス
ト
に
も
参
加
す
る
な

ど
充
実
し
た
10
日
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　滞
在
中
は
、
大
勢
の
方�

々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ボ
ッ
パ
ル
ト
市
青
少
年

友
好
親
善
使
節
団
が
来
青
し
ま
し
た

問�

い
合
わ
せ

　秘
書
広
報
課

広
聴
・
国
際
交
流
担
当

生
か
ら
、
世
界
平
和
を
テ
ー
マ

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期�

間

　11
月
20
日
（
月
）
～
12

冬
季
閉
鎖
す
る
施
設
・
期
間

※�

気
候
等
で
閉
鎖
期
間
が
変
更

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆�

ち
が
む
ら
球
技
場（
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）・
12
月
１

日
（
金
）
～
平
成
30
年
３
月

月
１
日
（
金
）

　午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

会�

場

　市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問�

い
合
わ
せ

　秘
書
広
報
課
広

聴
・
国
際
交
流
担
当

31
日
（
土
）

☆�

友
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
）・
12
月
25
日（
月
）�

～
30
年
３
月
31
日
（
土
）

☆�

青
梅
ス
タ
ジ
ア
ム（
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）・
12
月
25

日（
月
）～
30
年
３
月
30（
金
）

▽�

た
だ
し
３
月
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　総
合
体
育
館
☎

24
・
７
７
２
１

屋

外

体

育

施

設

冬

季

閉

鎖

　竹
炭
づ
く
り
体
験
と
青
梅

産
材
を
使
っ
た
ど
ん
ぐ
り
ク

ラ
フ
ト
を
行
い
ま
す
。
昼
食

時
に
豚
汁
も
あ
り
ま
す
。

日�

時

　12
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
予
定
）

※
雨
天
・
降
雪
中
止

会�

場

　青
梅
市
花
木
園
（
小

曾
木
４
―
２
６
１
５
―

１
）

※
駐
車
場
あ
り

対
象

　小
学
生
以
上

※�

小
学
４
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

指�

導
協
力

　（
特
非
）
青
梅

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
、
若

林
要
三
氏

費
用

　500
円
（
材
料
代
）

　

服�

装
・
持
ち
物

　動
き
や

す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
弁
当
、
タ
オ
ル
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
雨
具
、

筆
記
用
具

申�

し
込
み

　11
月
30
日
ま
で

に
電
話
☎
24
・
２
２
８
０

で
み
ど
り
と
水
の
ふ
れ
あ�

い
事
業
協
会
事
務
局
へ

竹
炭
づ
く
り
と

手
軽
に
楽
し
め
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

縄文時代中期の土器

東
京
都
公
立
学
校
特
別
支
援
教
室
専
門
員

（

一

般

職

非

常

勤

職

員

）
の

募

集

服�

装
・
持
ち
物

　歩
き
や
す

い
服
装
、
は
き
な
れ
た
運

動
靴
、
筆
記
用
具
、
双
眼

鏡
（
お
持
ち
の
方
）

申�

し
込
み

　12
月
１
日
ま
で

に
青
梅
市
観
光
協
会
☎

24
・
２
４
８
１
へ

問�

い
合
わ
せ

　同
協
会
、
市

商
工
観
光
課
観
光
係

支
援
教
育
課
特
別
支
援
教

室
専
門
員
採
用
担
当
☎
03
・

５
３
２
０
・
６
７
５
０

関

連

講

座

開

催
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　大
会
前
に
講
師
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
青
梅

マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
を
、
一

緒
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時

　12
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
総
合
体
育
館
正

面
玄
関
前
集
合

※ 

準
備
体
操
後
、
実
際
の
コ

青
梅
マ
ラ
ソ
ン
の
走
り
方
教
室

ー
ス
を
走
り
ま
す
。

対 

象

　高
校
生
以
上
で
制
限

時
間
内
に
走
る
こ
と
が
で

き
る
方

※ 

青
梅
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
い
な
い
方
も
参

加
可

種 

目
・
制
限
時
間

　30
㎞
の

部
…
４
時
間
以
内
（
８
分

／
㎞
ペ
ー
ス
）
▽
10
㎞
の

部
…
１
時
間
20
分
以
内

（
８
分
／
㎞
ペ
ー
ス
）

※ 

制
限
時
間
内
の
完
走
が

難
し
い
場
合
は
、
リ
タ

イ
ア
と
な
り
ま
す
。

講
師

　市
陸
上
競
技
協
会

定 

員

　各
部
先
着
20
人
（
予

約
制
）

費
用

　500
円

服 

装
・
持
ち
物

　走
る
の
に

適
し
た
服
装
、着
替
え
、タ

オ
ル
等

※ 

貴
重
品
を
持
っ
て
走
れ
る

よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み

　郵
便
番
号
、
住

所
、氏ふ

り
が
な名
、性
別
、年
齢
、電

話
番
号
、種
目
、30
㎞
の
部

に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
目
標
タ
イ
ム
〈
①
４
時

間
（
８
分
／
㎞
）
②
３
時

間
30
分（
７
分
／
㎞
）③
３

時
間
（
６
分
／
㎞
）〉
を
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

多
摩
川
流
域
魅
力
体
験
！

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　多
摩
川
流
域
の
魅
力
を
体
験

す
る
た
め
に
、
釜
の
淵
公
園
か

ら
多
摩
川
緑
地
く
じ
ら
運
動
公

園
ま
で
の
4
つ
の
堰せ

き

を
つ
な
ぐ

「
カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
」
を
は
じ

め
、
羽
村
取
水
堰
か
ら
の
多
摩

川
沿
い
を
歩
く
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
程

　11
月
25
日
（
土
）

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

集
合
時
間
・
場
所

▼ 

 9.3
㎞
コ
ー
ス
…
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
・
羽
村
取
水

堰
玉
川
兄
弟
像
前(

羽
村
市
）

▼ 

3.3
㎞
コ
ー
ス
…
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
零
時
30
分
・
昭
和

用
水
堰
（
羽
村
市
）

コ
ー
ス

　下
表
参
照

※ 

制
限
時
間
内
に
ス
タ
ン
プ
を

集
め
、
ゴ
ー
ル
す
る
と
抽
選

会
に
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

受
付
時
間
を
過
ぎ
た
場
合
、

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

ス
タ
ン
プ
を
押
印
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
費
無
料

直
接
集
合
場
所
へ

※ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
等
で
配
布
す
る
ス
タ

ン
プ
台
紙
付
き
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
お
持
ち
の
う
え
、
集

合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
当
日
、

集
合
場
所
で
も
配
布
し
ま
す
。

※ 

ご
自
身
の
体
調
に
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
途
中
棄
権
等

は
自
己
判
断
と
な
り
主
催
者

へ
の
報
告
は
不
要
で
す
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
抽
選
会

　制
限
時
間
内
（
午
後
１
時
30

分
ま
で
）
に
ゴ
ー
ル
地
点
の
ス

タ
ン
プ
以
外
に
一
つ
ス
タ
ン
プ

が
押
印
さ
れ
て
い
る
と
地
域
の

ス
テ
キ
な
賞
品
が
当
た
る
抽
選

会
に
参
加
で
き
ま
す
！

▼ 

ゴ
ー
ル
地
点
で
台
紙
に
押
印

さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
確
認
し

ま
す
。

▼ 

番
号
等
が
記
載
さ
れ
た
抽
選

券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼ 

午
後
１
時
30
分
か
ら
の
カ
ヌ

ー
駅
伝
大
会
表
彰
式
終
了
後

に
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
。

▼ 

景
品
は
会
場
で
引
き
換
え
と

な
り
ま
す
。

※ 

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
方

の
当
選
は
無
効
で
す
。

※ 

後
日
の
引
き
換
え
は
一
切
行

い
ま
せ
ん
。

多
摩
川
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

参
加
者
募
集
！

　多
摩
川
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
時
間

　午
後
１
時
〜
３
時

会 

場

　多
摩
川
緑
地
く
じ
ら
運

動
公
園
（
昭
島
市
）

対 

象

　小
学
３
年
生
以
上
で
身

長
120
㎝
以
上
の
方

※ 

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員

　先
着
20
人
（
予
約
制
）

日
時

　平
成
30
年
２
月
18
日

（
日
）

　午
前
６
時
30
分
〜

午
後
４
時
ご
ろ
（
活
動

場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）

対
象

　健
康
な
方

業
務
内
容

　タ
イ
ム
計
測
用

の
リ
グ
回
収
、
会
場
内
の

清
掃
、
給
水
な
ど

※
行
っ
て
い
た
だ
く
業
務
内

容
は
大
会
事
務
局
が
決
定

し
ま
す
。
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　集
合
時
刻
、
業
務

内
容
等
の
詳
細
は
後
日
通

知
し
ま
す
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
ト
、
帽
子
、
記
念

品
、昼
食
は
支
給
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ト

第
52
回
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

〜
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
あ
な
た
の
笑
顔
を
！
〜

（
水
色
）
が
す
で
に
支
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　11
月
30
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
☎

24
・
６
３
１
１
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
青
梅
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
務
局
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
者
対
象

普

通

救

命

講

習

会

日
時

　30
年
１
月
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午（
予
定
）

会
場

　市
役
所
２
階
201
〜
203

会
議
室

費
用
無
料

申
し
込
み

　12
月
21
日
ま
で

に
電
話
☎
24
・
６
３
１
１

で
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
へ

　肥
満
を
予
防
し
、
健
康
な
身

体
づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
学
を
学
び
ま
す
。
講
義
後

の
昼
食
会
で
は
、
約
600
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
で
調
整
し
た
野
菜
た
っ

ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
（
お
弁

当
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
管

理
栄
養
士
監
修
の
献
立
の
一
例

も
紹
介
し
ま
す
の
で
、
普ふ

段だ

ん

の

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
セ
ミ
ナ
ー

食
事
の
見
直
し
等
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時

　12
月
７
日
（
木
）

　午

前
10
時
〜
午
後
零
時
30
分

会
場

　総
合
体
育
館
第
１
会
議

室
対
象

　ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

内
容

▽
講
義
…
肥
満
の
予
防
と
健
康

チェックポイント
コース

受付時間
９．３㎞ ３．３㎞

羽村取水堰玉川兄弟像前 スタンプ① － 9：30 ～ 10：30

昭和用水堰 スタンプ② スタンプ① 10：30 ～ 12：30

日野用水堰 スタンプ③ スタンプ② 11：00 ～ 13：25

多摩川緑地くじら運動公園 スタンプ④ スタンプ③ 13：30 まで

持 

ち
物

　乾
き
や
す
い
服
（
化

繊
の
も
の
な
ど
）、ぬ
れ
て
も

よ
い
靴
、
着
替
え
、
タ
オ
ル

申 

し
込
み

　電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
へ

観
戦
し
よ
う
！

選
手
に
熱
い
声
援
を
！

　釜
の
淵
公
園
か
ら
多
摩
川
緑

地
く
じ
ら
運
動
公
園
ま
で
の
４

つ
の
堰
を
つ
な
ぐ
カ
ヌ
ー
駅
伝

大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

多
摩
川
緑
地

　　　

く
じ
ら
運
動
公
園
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
地
点
で

は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や

物
産
販
売
、
抽
選
で
賞
品
が
当

た
る
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
を
実
施
し

ま
す
。

開
催
時
間

　午
後
３
時
ま
で

ウォークラリーコース

な
身
体
づ
く
り
に
つ
い
て

▽
昼
食
会
・
献
立
紹
介

講
師

　管
理
栄
養
士

定
員

　先
着
30
人
（
予
約
制
）

費 

用

　１
千
500
円
（
ラ
ン
チ
代

含
む
）

申 

し
込
み

　11
月
16
日
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
☎
24
・

７
７
２
１
ま
た
は
直
接
総
合

体
育
館
へ

411

青梅市役所前
男子スタート・フィニッシュ地点

交通規制　9：50 ～ 13：30

う回路

交通規制中の古里～将門間は
迂回ができなくなります。

御嶽駅前
女子スタート地点

3

2
14

5

6

深山橋

奥多摩病院

氷川交差点

奥多摩駅
入口 古里

古里駅
御嶽駅

沢井駅 軍畑駅軍畑駅

御嶽神社入口

アメリカキャンプ村奥多摩周遊道路

梅郷四

和田二

畑中

二俣尾駅

石神前駅

日向和田駅
宮の平駅

青梅坂トンネル

青梅駅

勝沼

市民会館南

万年橋

長淵七 吉野街道吉野街道

四小

根ヶ布二

至
　
小
菅
村

三
頭
橋

三
頭
橋

至
　
日
原

氷
川
橋

氷
川
橋

奥
多
摩
駅

奥
多
摩
大
橋

奥
多
摩
大
橋

御
岳
橋

御
岳
橋

軍
畑
大
橋

軍
畑
大
橋

奥
多
摩
橋

奥
多
摩
橋

神
代
橋

神
代
橋

市
民
会
館

万
世
橋

万
世
橋

海
沢
大
橋

海
沢
大
橋 和

田
橋

和
田
橋

日向和田三

千ヶ瀬五

調布橋調布橋 下奥多摩橋下奥多摩橋

東青梅六

東青梅三
東青梅駅

至　福生方面

数馬
檜原村役場

檜原街道

武蔵五日市駅
秋川街道

将
門
大
橋

将
門
大
橋

将門

※都バス既存
停留所

成
木
街
道
入
口

12
月
３
日
（
日
）

第
79
回
奥
多
摩
渓
谷
駅
伝
競
走
大
会

開

催

に

伴

う

交

通

規

制

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

▽ 

交
通
規
制
・
う
回
路
に
つ
い
て
は
現
場
警
察
官
、
役
員
、
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

交
通
規
制
区
域
を
通
る
定
期
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
は
、
運
行
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
の
自
転
車
も
規
制

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　駅
伝
大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

経路 停留所 移動先

青梅駅⇔河辺駅南口
青梅駅

①
住吉神社

御岳駅⇔ケーブル下 御岳駅 ②
奥多摩駅⇔奥多摩湖方面 奥多摩駅 ③

河辺駅南口⇔市民斎場
東青梅駅

区間運休
青梅市役所

系統（主な経由地） 停留所 移動先 経路変更後
梅０１( 玉堂美術館循環 )

青梅駅

④ 青梅市民会館下⇔吉野（その先運休）
梅７０( 東大和駅経由 ) ⑤ 東青梅駅北口⇔花小金井駅
梅７６丙 ( 万年橋経由 )

④
青梅市民会館下⇔吉野

梅７７乙 ( 駒木町循環 ) 青梅市民会館下⇔駒木町循環
梅７７甲 ( 青梅駅経由 ) 裏宿町 ⑥ 東青梅駅北口⇔河辺駅北口
梅７７丁 ( 東青梅駅経由 )

青梅駅 区間運休
梅７７丙 ( 駒木町 )

◎都営バス◎西東京バス
交通規制中、バスは次の経路について変更があります。



． ． 広報おうめ
青梅市公式ツイッター（東京都青梅市＠ome_city_tokyo）では、市内で開催
されるイベント情報などを発信しています。ぜひフォロー ( 閲覧登録 )してください。

ＵＲＬ　http://twitter.com/ome_city_tokyo
ＱＲコード（ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）

▲青梅市公式ツイッター

★
★

．

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

（１１）

２９ １１ １５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
23
・
７
１
６
３

23
・
７
１
６
５

郵
送
…
〒
198
―
０
０
４
２
青
梅

市
東
青
梅
１
―
177
―
３

●
お
楽
し
み
工
作
教
室

　11
月

28
日
（
火
）

　午
後
１
時
30
分

〜
４
時
▽
梅
郷
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
シ
ュ
ロ
の
葉
・
厚
紙
等
で「
ク

リ
ス
マ
ス
の
飾
り
」
を
作
る
▽

多
摩
・
梅
の
里
自
然
の
会
▽
費

用
無
料
▽
材
料
、
道
具
の
用
意

あ
り
▽
直
接
会
場
へ
▽
久
保
☎

76
・
１
２
６
５

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談

　12
月
６
日

（
水
）

　午
後
１
時
〜
４
時
▽
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る

方
、
高
齢
者
▽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

白
井
利
明
氏
、
大
澤
洋
子
氏
▽

先
着
３
人
▽
費
用
無
料
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
事
業

　☆
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
サ
ロ
ン
…
12
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
▽
就
労
・
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

き
が
い
支
援
（
パ
ソ
コ
ン
指

導)

、
農
業
サ
ロ
ン
の
日
程
を

発
表
☆
手
作
り
サ
ロ
ン
…
12
月

８
日
（
金
）、
13
日
（
水
）

　午

後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
生
き
が

い
支
援
（
木
で
作
る
ブ
ロ
ー
チ

や
壁
掛
け
・
折
り
紙
等
の
制
作
）

☆
い
ず
れ
も
…
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
▽

初
参
加
者
無
料
、
２
回
目
以
降

会
員
制
（
年
度
会
費
２
千
円
※

材
料
代
別
途
）
▽
直
接
会
場
へ

●
年
末
お
せ
ち
料
理
サ
ー
ビ
ス

障
害
者
世
帯
に
お
せ
ち
料
理
を

お
届
け
▽
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
、愛
の
手
帳
１
・
２
度
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方
で
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
…
①
ひ

と
り
暮
ら
し
②
同
居
者
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
③

障
害
者
が
生
計
の
中
心
を
担
っ

て
い
る
世
帯
▽
12
月
31
日（
日
）

の
午
前
中
に
代
金
引
換
で
自
宅

へ
お
届
け
▽
１
人
前
３
千
円
※

２
食
目
か
ら
定
価（
６
千
156
円
）

▽
12
月
８
日
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
☎
22
・
１
１
１
１
内
線

11
―
５
０
７
へ
申
し
込
み

●
未
就
園
親
子
サ
ー
ク
ル

　ポ

ッ
ポ
ク
ラ
ブ

　12
月
８
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
▽

も
み
の
木
幼
児
園
▽
未
就
園
児

の
親
子
▽
ク
リ
ス
マ
ス
会
※
プ

レ
ゼ
ン
ト
付
き
▽
先
着
20
組
▽

100
円
▽
駐
車
場
７
台
分
あ
り
▽

直
接
会
場
へ
▽
同
園
☎
22
・
０

０
２
０

☆

　催

　し

●
青
梅
和
太
鼓
連
盟
発
足
文
化

祭

　11
月
23
日
（
祝
）

　午
後

１
時
〜
４
時
▽
釜
の
淵
市
民
館

▽
青
梅
太
鼓
・
鼓
夢
Ｏ
Ｍ
Ｅ
・

蝶
華
の
３
団
体
合
同
演
奏
会
▽

費
用
無
料
▽
和
太
鼓
体
験
コ
ー

ナ
ー
有
り
▽
直
接
会
場
へ
▽
同

連
盟

　蛇へ

び

口ぐ

ち

☎
76
・
１
３
３
８

●
歌
ご
え
く
ら
ぶ

　11
月
23
日

（
祝
）

　午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
500
円

▽
直
接
会
場
へ
▽
プ
ラ
ム
フ
レ

ン
ズ

　若
槻
☎
090
・
５
８
２

６
・
５
７
７
８

●
住
吉
神
社
と
青
梅
の
近
代

化
の
歴
史
を
学
ぶ

　11
月
27

日
（
月
）

　午
後
１
時
〜
３
時

▽
住
吉
神
社
▽
元
青
梅
市
文
化

財
保
護
審
議
会
会
長

　斎
藤
慎

一
氏
▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場

へ
▽
ニ
ュ
ー
ス
を
語
る
会

　増

子
☎
23
・
５
２
０
７

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

12
月
２
日
（
土
）

　午
前
９
時

風
の
子
・
太
陽
の
子
広
場
入
口

集
合
〜
青
梅
の
森
で
素
材
集
め

〜
風
の
子
・
太
陽
の
子
広
場
集

会
施
設
で
リ
ー
ス
づ
く
り
〜
正

午
解
散
※
雨
天
時
は
リ
ー
ス
づ

く
り
の
み
▽
先
着
20
人
▽
300
円

（
材
料
代
・
保
険
代
含
む
）
▽

作
業
の
で
き
る
服
装
・
靴
▽
軍

手
、
帽
子
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

水
筒
、
は
さ
み
、
枝
切
り
ば
さ

み
持
参
▽
11
月
27
日
ま
で
に
青

梅
の
森
・
ひ
さ
か
き
の
会

　吉

澤
☎
090
・
８
７
２
８
・
７
５
１

２
へ
申
し
込
み

☆

　そ

　の

　他

●
青
峰
フ
ェ
ス
タ
（
文
化
祭
）

　

11
月
18
日
（
土
）

　午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
▽
都
立

青
峰
学
園
▽
学
習
発
表
、
作
品

展
示
、
パ
ン
や
花
の
販
売
等
▽

入
場
無
料
▽
直
接
会
場
へ
▽
同

学
園

　土
田
☎
32
・
３
８
１
１

●
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験

12
月
３
日
（
日
）

　午
前
９
時

〜
正
午
▽
わ
か
ぐ
さ
公
園
▽
年

長
児
〜
小
学
生
▽
野
外
ゲ
ー

ム
、
工
作
、
ロ
ー
プ
な
ど
▽
先

着
20
人
▽
費
用
無
料
▽
青
梅
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会

　

広
瀬
☎
090
・
４
２
０
０
・
９
１

４
９
へ
申
し
込
み

●
税
理
士
に
よ
る
個
別
無
料
相

談
会

　12
月
９
日
（
土
）・
羽

村
市
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
羽

村
市
緑
ヶ
丘
２
ー
11
―
１
）、

10
日
（
日
）・
あ
き
る
野
ル
ピ

ア（
あ
き
る
野
市
秋
川
１
―
８
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
▽
西
多
摩
地
域
在
住
者
▽
先

着
20
人
▽
費
用
無
料
▽
12
月
７

日
ま
で
に
東
京
税
理
士
会
青
梅

支
部
☎
23
・
２
３
３
１
へ
申
し

込
み

●
簿
記
検
定
３
級
試
験
対
策
講

座

　☆
入
門
コ
ー
ス
…
平
成
30

年
１
月
13
日
〜
２
月
10
日
の
土

曜
日

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
２
月
10
日
は
模
擬
テ
ス
ト
▽

会
員
１
万
５
千
円
、
一
般
１
万

８
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
１
月
５
日
締
切
☆
直
前
対
策

講
座
（
模
擬
テ
ス
ト
）
…
２
月

10
日
（
土
）

　午
前
９
時
〜
午

後
４
時
▽
３
千
500
円
（
資
料
代

含
む
）
▽
２
月
２
日
締
切
☆
い

ず
れ
も
…
青
梅
商
工
会
議
所
▽

ア
ス
テ
ィ
経
理
学
院
専
任
講
師

▽
各
講
座
先
着
25
人
▽
申
し
込

み
方
法
等
詳
細
は
同
会
議
所

H P

h
ttp
s://w

w
w
.o
m
e
cc

i.jp/sod
a
n/kentei/ind

ex.

htm

参
照
ま
た
は
同
会
議
所

地
域
振
興
課
☎
23
・
０
１
１
２

へ
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
）

●
多
摩
川
堤
防
の
伐
採
木
の
無

償
配
布

　12
月
８
日
（
金
）、

９
日
（
土
）

　午
前
10
時
〜
午

後
３
時
▽
青
梅
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ゴ
ル
フ
場
付
近
▽
無
く
な
り
し

だ
い
終
了
▽
詳
細
は
H Phttp:/

/w
w
w
.ktr.m

lit.g
o.jp/kei

hin/

参
照
▽
京
浜
河
川
事
務

FAX

☆
催
し(

子
ど
も
向
け
）

●
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
で
あ
そ
ぼ

う
！

　11
月
22
日
（
水
）

　午

前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
三
田
保

育
園
▽
未
就
学
児
の
親
子
▽
先

着
５
組
▽
同
園

　井
川
☎
78
・

８
０
２
２
へ
申
し
込
み

●
地
域
交
流
「
人
形
劇
」
劇
団

に
ん
ぎ
ょ
う
畑

　11
月
25
日

（
土
）

　午
前
10
時
〜
10
時
45
分

▽
あ
ゆ
み
保
育
園
▽
未
就
学
児

の
親
子
▽
費
用
無
料
▽
駐
車

場
あ
り
▽
同
園

　濱
中
☎
30
・

５
５
５
０
へ
申
し
込
み

所
多
摩
川
上
流
出
張
所
☎
042
・

552
・
０
６
６
７

●
第
219
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会
の
傍
聴
者
募
集

　12
月
20

日
（
水
）

　午
後
１
時
30
分
か

ら
▽
都
庁
内
会
議
室
▽
付
議
予

定
案
件
は
都
市
整
備
局
H Phtt

p://w
w
w
.toshiseib

i.m
et

ro.tokyo.jp
/ke
ika
ku
/shi

ng
ika
i/yotei.htm

参
照
▽

15
人
（
抽
選
）
※
抽
選
は
12
月

６
日
に
都
庁
会
議
室
で
公
開
実

施
▽
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
わ
る
案
件
な
ど
が
あ
る
と
き

は
、
会
議
が
一
部
非
公
開
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▽
11
月
29

日
（
消
印
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
163
―
８
０
０
１

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く

り
政
策
部
都
市
計
画
課
計
画
監

理
担
当
へ
※
申
し
込
み
は
１
人

１
通
※
傍
聴
が
決
定
し
た
方
に

は
決
定
通
知
送
付
▽
同
局
都
市

計
画
課
☎
03
・
５
３
８
８
・
３

２
２
５

●
お
う
ち
に
未
登
録
の
象
牙
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　環
境
省
で

は
、
国
内
に
あ
る
象
牙
の
在
庫

を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

▽
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
は
違

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た

り
あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で

す
▽
未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち

の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
全

形
を
保
持
し
た
象
牙
の
み
が
登

録
対
象
、
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ

ー
等
の
象
牙
製
品
は
登
録
対
象

外
）
▽
詳
細
は
象
牙
在
庫
把
握

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
☎
03
・

６
６
５
９
・
４
６
６
０
へ
問
い

合
わ
せ
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）

●
裁
判
員
制
度
〜
名
簿
記
載
通

知
を
送
付
し
ま
す

　平
成
30
年

広　告

　

青
梅
市
の
文
化
遺
産
11

縄
文
時
代
の
美
的
装
飾
文
化
遺
産

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

鈴
木
晴
也

　今
回
は
、
市
内
に
あ
る
縄

文
時
代
の
遺
跡
か
ら
採
集
さ

れ
た
装
飾
品
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

　縄
文
時
代
に
お
け
る
美
の

追
及
は
、
土
器
に
付
け
ら
れ

た
文
様
や
形
に
限
ら
ず
、
人

身
に
装

よ
そ
お

う
装
飾
品
と
い
う
形

で
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が

３
〜
４
千
年
前
の
遺
物
に
よ

っ
て
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ピ
ア
ス
な

ど
の
装
飾
品
を
身
に
付
け
て

飾
る
、
ま
た
は
顔
料
な
ど
を

塗
る
と
い
う
行
為
は
、
美
的

価
値
を
向
上
さ
せ
る
行
為
の

代
表
例
で
す
。

　写
真
１
は
、
藤
橋
の
丸ま

る
や
ま山

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
製
の

耳
飾
り
で
、
大
小
と
も
に
多

数
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
耳

た
ぶ
に
小
さ
な
穴
を
空
け
、

そ
こ
に
小
型
の
飾
り
を
は

め
、
次
第
に
大
き
な
も
の
に

替
え
な
が
ら
、
楽
し
ん
だ
も

の
で
し
ょ
う
。
大
き
め
の
飾

り
に
は
中
央
に
穴
が
空
い
て

い
ま
す
。
小
さ
い
飾
り
に
は

線
彫
り
の
渦う

ず

巻ま
き
も
ん紋
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
穴
に
は
花
を
飾
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　写
真
２
は
、
駒
木
町
の
喜き

代よ

沢さ

わ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

製
の
耳
飾
り
で
、
透
か
し
彫

り
風
に
し
、
空
間
に
美
を
飾

る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
も
の

で
す
。

　ま
た
、こ
の
遺
跡
か
ら
は
、

耳
飾
り
を
両
耳
に
付
け
た
土

偶
（
写
真
３
）
が
出
土
し
、

当
時
の
民
俗
文
化
の
一
面
を

私
た
ち
に
無
言
で
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
、
小
玉
や

管く
だ
だ
ま玉
が
十
数
個
表
面
採
集
さ

れ
て
い
ま
す
。

　写
真
４
は
、
小
曽
木
の
岩

蔵
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
翡ひ

翠す

い

（
硬こ

う
ぎ
ょ
く玉
類る

い

）
製
の
大た

い

し

ゅ珠
（
垂た

れ

飾か

ざ

り
）
で
す
。
青
梅
か
ら
数

百
㎞
離
れ
た
新
潟
県
糸い

と

い

が

わ

魚
川

産
の
石
と
思
わ
れ
ま
す
。

　原
石
を
手
に
入
れ
、
青
梅

で
作
っ
た
も
の
か
、
産
地
付

近
で
作
っ
た
も
の
を
物
々
交

換
で
手
に
入
れ
た
も
の
か
、

そ
の
価
値
に
興
味
を
持
つ
と

同
時
に
、
穿せ

ん

孔
技
術
や
輸
送

経
路
に
謎
を
残
す
遺
物
で

す
。
こ
の
大
珠
で
は
、
紐ひ

も

を

通
す
た
め
に
両
側
か
ら
穴
を

空
け
、
ず
れ
て
し
ま
っ
た
穴

を
繋つ

な

げ
よ
う
と
し
た
苦
労
が

確
認
で
き
ま
す
。

　こ
の
他
に
も
、
成
木
の
小こ

中な
こ

尾お

遺
跡
か
ら
玦け

つ

状
じ
ょ
う

耳
飾
り

の
断
片
が
、
二
俣
尾
の
上か

み

生お

い

原ば

ら

遺
跡
な
ど
で
は
耳
飾
り
が

出
土
し
、
身
に
付
け
て
飾
る

と
い
う
美
的
装
飾
文
化
が
広

く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
か

の
謎
を
残
す
興
味
深
い
遺
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　郷
土
博
物
館

　

☎
23
・
６
８
５
９

▼

写
真
１

▲

写
真
２

▼写真３▼写真４

※写真掲載している文化遺産は、郷土博物館で公開中です。

の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
（
30
年
１
月
１
日
時

点
で
20
歳
以
上
の
方
の
み
）
に

29
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
送
付
し
ま
す
▽
こ

の
通
知
は
、
30
年
２
月
頃
〜
31

年
２
月
ま
で
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
通
知
す
る
も
の
で
す
▽
詳

細
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
H Phttp://w

w
w
.sa
ib
a

nin.courts.g
o.jp/

参
照

　広
報
お
う
め
11
月
１
日

号
10
面
に
掲
載
の
「
新
町

ウ
ォ
ー
ク
『
晩
秋
の
新
町

史
跡
散
策
』
講
座
」
申
し

込
み
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
☎

31
・
７
３
３
７
で
す
。

　お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　新
町
市
民

セ
ン
タ
ー

お
詫
び
と
訂
正

★
★年始のアンテナ欄の締め切りが早まります！ ★１月１日号…新年号のためお休み　★１月１５日号…１２月１２日（火） ご注意ください　　ー秘書広報課ー
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． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

次号の発行は１２月１日です

（１２）２９ １１ １５

　　市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

20
日
（
月
）
で
す
。

長

淵

市

民

セ
ン
タ

ー

☎
22
・
３
２
４
９

調

布

こ

と

ぶ

き

大

学

　日
時
＝
11
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
▽
対
象
＝

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
▽
内
容

＝
手
品
鑑
賞
▽
講
師
＝
マ
ジ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
青
梅
▽
入
場
無
料

▽
直
接
会
場
へ

冬

の

お

は

な

し

会

　日
時
＝
12
月
２
日
（
土
）
　午

後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分
▽
対

象
＝
幼
児
〜
小
学
生
※
幼
児
は

保
護
者
同
伴
▽
内
容
＝
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

等
▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ
▽

中
央
図
書
館
☎
22
・
６
５
４
３

新

町

市

民

セ
ン
タ

ー

☎
31
・
７
３
３
７

工
場
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　工
場
見
学
や
パ
イ
プ
グ
ラ
ム

を
使
っ
た
遊
び
か
ら
環
境
な
ど

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　日
時
・
会
場
＝
12
月
16
日

（
土
）

　午
前
10
時
・
武
州
工
業

（
株
）
集
合
〜
正
午
▽
対
象
＝

市
内
在
住
の
３
才
〜
小
学
生
※

小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
▽
定
員
＝
先
着
10
人
（
予
約

制
）
▽
費
用
＝
１
人
300
円
▽
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
飲
み
物
▽

共
催
＝
お
う
め
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
▽
申
し
込
み
＝
11
月
30
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
新
町

市
民
セ
ン
タ
ー
へ

　中
央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
人
に読
書
の
楽
し
み
を

　12
月
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ

て
、
活
字
に
よ
る
読
書
が
困
難
な

方
の
た
め
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　日
程
＝
11
月
22
日
（
水
）
〜

12
月
17
日
（
日
）
▽
会
場
＝
３

階
展
示
コ
ー
ナ
ー

絵

本

の

べ

ん

き

ょ

う

会

　日
時
＝
11
月
24
日
（
金
）
　午

前
10
時
〜
正
午
▽
会
場
＝
お
は

な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
子
ど
も
た

ち
の
前
で
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動

を
し
て
い
る
方
、
す
る
予
定
が
あ

る
方
▽
内
容
＝
絵
本
の
読
み
方
・

選
び
方
等
▽
定
員
＝
先
着
30
人

▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場
へ

お

は

な

し

会

　日
時
＝
11
月
25
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
11
時
40
分
▽
会
場

＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝

４
歳
以
上
▽
内
容
＝
日
本
と
外

国
の
お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
▽
定
員
＝
先
着
30
人

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会
場
へ

お
は
な
し
会
「
絵
本
の
森
」

　日
時
＝
12
月
1
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分
▽

会
場
＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対

象
＝
２
〜
４
歳
児
と
保
護
者
▽

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
等
▽
定
員
＝
先
着
15
組

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

中

央

図

書

館

☎
22
・
６
５
４
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ

大
人
も
楽
し
む
お
は
な
し
会

　日
時
＝
12
月
２
日
（
土
）
　午

前
10
時
30
分
〜
正
午
※
15
分
前

開
場
▽
会
場
＝
多
目
的
室
▽
対

象
＝
小
学
生
以
上
▽
定
員
＝
先
着

50
人
▽
費
用
無
料
▽
共
催
＝
青

梅
お
は
な
し
の
会
▽
直
接
会
場
へ

み

ん

な

で

楽

し

も

う
！

バ

リ

ア

フ

リ

ー

上

映

会

　音
声
解
説
や
日
本
語
字
幕
が

付
い
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

　日
時
＝
12
月
３
日
（
日
）
　午

後
２
時
〜
午
後
４
時
20
分
※
１
時

45
分
開
場
▽
会
場
＝
多
目
的
室
▽

対
象
＝
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
方
、
一
般
▽
上
映
作
品
＝
「
く
ち

び
る
に
歌
を
」
２
０
１
５
年
／
新

垣
結
衣

　ほ
か
出
演
／
132
分
▽
定

員
＝
先
着
60
人
▽
入
場
無
料
▽
協

力
＝
住
友
商
事
㈱
▽
直
接
会
場
へ

や
っ
ち
ゃ
ん
の
ジ
ャ
ズ
講
座

　ジ
ャ
ズ
の
歴
史
や
楽
し
み

方
、
名
盤
や
お
す
す
め
Ｃ
Ｄ
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
　午

後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
会
場
＝

多
目
的
室
▽
定
員
＝
先
着
60
人

（
予
約
制
）
▽
講
師
＝
須
崎
八
洲

治
氏
▽
費
用
無
料
▽
申
し
込
み
＝

11
月
15
日
の
午
前
９
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
中
央
図
書
館
へ

日

曜

納

税

窓

口

日 

時

　11
月
26
日
（
日
）

　午

前
９
時
〜
午
後
４
時

問 

い
合
わ
せ

　収
納
課
収
納
管

理
係

11

月

の

納

期

国
民
健
康
保
険
税
…
５
期

介

護

保

険

料

…

５

期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
５
期

市
立
美
術
館
企
画
展「
―
祝
喜
寿
―　
高
柳　
裕　
展
」

　高
柳

　裕
ゆ
た
か

氏（
１
９
４
１
〜
）

は
現
代
日
本
を
代
表
す
る
版
画

家
で
あ
る
と
同
時
に
当
館
の
主

要
な
館
蔵
作
家
で
す
。
東
京
藝

術
大
学
で
油
画
を
学
ん
だ
後
、

版
画
へ
転
向
し
た
同
氏
の
作
品

は
、「
版
画
」
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
発
想
に
基
づ
い

て
お
り
、
用
い
ら
れ
て
い
る
技

法
も
多
彩
で
す
。

　本
展
で
は
同
氏
の
喜
寿
を
祝

し
、
当
館
が
所
蔵
す
る
全
作
品

を
２
期
に
分
け
て
展
示
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
作
品
制
作
に

至
る
過
程
を
示
す
、
デ
ッ
サ
ン

や
用
い
ら
れ
た
版
、
担
当
し
た

装
丁
や
ガ
ラ
ス
絵
な
ど
も
紹
介

し
ま
す
。
現
在
も
個
展
で
新
作

を
意
欲
的
に
発
表
し
続
け
て
い

る
同
氏
の
創
作
の
軌
跡
を
振
り

返
り
ま
す
。

◆
企
画
展

日 

程

　前
期
…
11
月
18
日（
土
）

〜
12
月
10
日
（
日
）
▽
後
期

…
12
月
12
日
（
火
）
〜
平
成

30
年
１
月
14
日
（
日
）

開 

館
時
間

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま

で
）

休 

館
日

　月
曜
日
（
30
年
１
月

８
日
（
月
）
は
開
館
し
、
９

日
（
火
）
が
休
館
）、
12
月

29
日
〜
30
年
１
月
３
日

会
場

　市
立
美
術
館

観 
覧
料

　大
人
200
円
、
小
・
中

学
生
50
円

※ 

障
害
の
あ
る
方(

障
害
者
手

帳
提
示)
、
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方(
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
住
所
・
年
齢

を
確
認
で
き
る
も
の
を
１

人
ず
つ
提
示
。
シ
ル
バ
ー
パ

ス
・
診
察
券
は
不
可)

は
無

料
※ 

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
は

土
曜
日
無
料

◆
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会「
版
画
家
自
作
を
語
る
」

　高
柳

　裕
氏
が
、
展
示
作
品

に
つ
い
て
解
説
し
、
制
作
時
の

思
い
等
を
語
り
ま
す
。
合
わ
せ

て
自
作
の
刷
り
を
実
演
し
ま

す
。
ま
た
、
講
演
会
終
盤
に
は

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
・
稲
見

蕙け
い
し
ち七

氏
に
よ
る
月
琴
（
中
国
明

清
朝
の
古
楽
器
）
の
演
奏
会

（
30
分
程
度
）
を
行
い
ま
す
。

日 

時

　12
月
３
日
（
日
）

　午

後
２
時
か
ら（
１
時
間
程
度
）

会
場

　市
立
美
術
館

定
員

　先
着
20
人

費 

用
無
料
（
要
観
覧
料
）

直
接
会
場
へ

平
成
30

年
春
巡
業

大
相
撲
青
梅
場
所
市
民
先
行
販
売

　青
梅
初
開
催
！
大
相
撲
が
、

白
鵬
が
、
日
馬
富
士
が
、
鶴
竜

が
、
稀
勢
の
里
が
総
合
体
育
館

に
や
っ
て
く
る
！

　間
近
で
見
る
国
技
、
力
士
と

の
ふ
れ
あ
い
、
テ
レ
ビ
で
は
味

わ
え
な
い
興
奮
が
あ
り
ま
す
。

　市
民
先
行
販
売
を
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
！

※ 

力
士
が
休
場
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

日 

時

　平
成
30
年
４
月
22

日
（
日
）

　午
前
８
時

〜
午
後
３
時

会
場

　総
合
体
育
館

費
用

　左
表
の
と
お
り

主 

催

　大
相
撲
青
梅
場
所

実
行
委
員
会

申 

し
込
み

　12
月
22
日
ま

で
に
電
話
☎
０
５
７

アリーナ 金額（税込）・内容等

タマリ S席 ( 正・向正面 ) １人１４,５００円・記念座布団付き 

タマリA席 ( 東・西 ) １人１４,０００円・記念座布団付き

ペアマス席 ( 正・向正面 ) ２人２５,０００円・記念座布団付き

アリーナいす席(正・向正面) １人９,０００円

車いす席 ( 東・西 ) ２人（うち付き添い１人）２５,０００円・敷地内駐車場付き

スタンド・ステージ 金額（税込）・内容等

スタンドいす S席 ( 東 ) １人１０,０００円

スタンドいすA席 ( 東 ) １人８,０００円

ステージペアマス席 ( 西 ) ２人２４,０００円・記念座布団付き

ステージいす席 ( 西 ) １人１０,０００円

お土産セット 金額（税込）・内容等

横綱セット ５,０００円・特製幕の内弁当、お茶、相撲土産 ( ３種）

大関セット ３,０００円・特製幕の内弁当、お茶、相撲土産 ( ２種 )

大相撲弁当 １,５００円・大相撲弁当、お茶
※ ４歳以上はチケット必要。４歳未満でもお席が必要な場合はチケットが必要です。タマリ席での未就学児の観戦は不可。また、タ

マリ席・マス席で乳幼児以外の膝上観戦はできません。

※ アリーナ・ステージ内は土足厳禁となります。スリッパ等をお持ちください。スタンド席は土足での観戦が可能です。

※車いす席をご希望の場合は同実行員会事務局☎０５７０－０８－９９００へお問い合わせください。

※ チケットのお客様のご都合によるキャンセル・払い戻しはできません。

学
芸
員
に
よ
るギャ

ラ
リ
ー
ガ
イ
ド

日 

時

　12
月
17
日
（
日
）、
30
年

１
月
６
日
（
土
）
　午
後
２
時

か
ら

担
当

　美
術
館
担
当
学
芸
員

定
員

　先
着
20
人

費 

用
無
料
（
要
観
覧
料
）

直
接
会
場
へ

◆
い
ず
れ
も

問 

い
合
わ
せ

　市
立
美
術
館
☎

24
・
１
１
９
５

市
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

木
管
五
重
奏
で
奏
で
る
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽

　木
管
五
重
奏
な
ら
で
は
の
、

温
か
く
柔
ら
か
い
音
色
の
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日 

時

　12
月
9
日(

土)

　午

後
５
時
30
分
開
演
（
５
時
開

場
、
１
時
間
程
度
）

※ 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
30
分
は

展
示
室
を
開
放
し
ま
す
。

出 

演

　ハ
ー
ツ
・
ウ
イ
ン
ズ
・

ク
イ
ン
テ
ッ
ト

※ 

ハ
ー
ツ
・
ウ
イ
ン
ズ
は
、「
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

名
曲
を
紹
介
す
る
」、「
吹
奏

楽
の
可
能
性
を
追
求
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
７

年
に
発
足
し
た
40
人
規
模

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
吹
奏
楽
団
で
す
。
吹
奏

楽
界
に
多
大
な
功
績
を
残

し
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ

ネ
ル
の
提
唱
し
た
「
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
継
承

し
、
そ
の
精
神
を
尊
重
し
て

演
奏
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
少
数
精
鋭
の
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。
今
回

は
、
主
要
メ
ン
バ
ー
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
木
管
五
重
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

定
員

　80
人
（
抽
選
）

費 

用

　500
円
（
展
覧
会
観
覧
料

含
む
）

申 

し
込
み

　11
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
〈
往

信
裏
〉
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
人
数
〈
返

信
表
〉
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
を
記
入
の
う
え
、
〒
198
―

０
０
８
５
青
梅
市
滝
ノ
上

町
１
３
４
６
―
１
青
梅
市

立
美
術
館
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
受
付
係
」
へ

※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で

梅

郷

市

民

セ
ン
タ

ー

☎
76
・
０
４
０
４

市

民

セ

ン

タ

ー

そ 

の
他

　終
演
時
刻
、
開
催
内

容
等
は
変
更
に
な
る
場
合

あ
り
▽
駐
車
場
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　市
立
美
術
館
☎

24
・
１
１
９
５

高柳　裕《ブルーランニング》金属
凸版モノタイプ・紙、１９９２年

▼  右 の絵にスマート
フォン・タブレット
端末の画面をかざす
とＡＲ動画が再生。

▼  ＡＲ動画の再生につ
いての詳細は市ホー
ムページまたは下の
ＱＲコードから。

▼  アプリは無料ですが、
ダウンロードに伴う
通信料などはかかり
ます。

※ ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

０
・
08
・
９
９
２
０
で
同
実

行
委
員
会
事
務
局
へ

※
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※ 

一
般
販
売
は
、
30
年
１
月
８

日
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

問 

い
合
わ
せ

　同
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
０
５
７
０
・
08
・
９

９
０
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
）、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課


